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序

本占!ま ， 西九州、| 自動車道 f伊万里松浦道路J 建設_[';j~に伴う埋蔵文化財発掘調

査報先占の通巻第 I分冊として， 平成20年度から平成21年度にかけて実施した八

幡山城跡の発掘調査成果を収録 したものです。

八幡山城跡では，平成20年度に実施した純ItH{!'{rl認調盗において，切岸 ・土塁な

どのlいi止城主|li立構が確認されるとともに，ril近Jlt陶脱出)tや黒曜石片が出土 しま

したD 平成21年度は中世城郭遺構の解明を主限として緊急発J屈調査を実施し，尾

根筋を取り回|むように展開する切岸遺構や貿易陶磁器片 ・国産陶磁器片 ・旧石器

l時代の，r~1l程石製品等の造物を確認しました。

J.lli成文化財は，泣い祖先の暮らしぶりを伝えてくれるド|民共有の文化遺産であ

り，これらを後世に大切に伝え残すことは私たちに課せられた重大な立務です。

阿九州自動車道建設事業につきましては，道路建設計両当初から可能な限り文

化財の保存に努めていただくよう ，県教育委H会は同上交通省および関係機関と

|渇必を主ね， r伊万里松浦道路」については 6筒所の追跡について記録保存を行

うことになりました。

発細川1Eは，県教育委員会が国土交通省九州地ブパ削1111J"J長1I1年河川国道事務所の

依舶を交け，平成20年度から平成25年度までのd十lilliで災施し，その成果について

は限街11?として逐次刊行する予定です。

八lJ1rti111城跡の調査成果が，文化財保護のため，あるいは地域のlt史資料や学術

的資料として広く活用され，県民の皆様の関心!こ少しでも応える ことが出来れば

と考えております。

最後になりましたが，本書の発刊にあたり ，発説iiIz同査や法理作業に従事された

方々をはじめ，多大なご尽力をいただきました閃係者各位に対しまして衷心より

~Il く御礼 iドし上げます。

平)&23年3月

長11崎県教育委只会教育長

寺田隆士



例目

I 本拍:は，一般国道497号伊万里松浦道路(西九州自動車道)建設工事に伴う，埋蔵文化財発砲調

査報告書の第 I分冊である。調査は， I=!I土交通省九州地方盤備局長崎河川国道事務所の依頼を受け，

長崎県教育委員会が平成20年度から平成25年度までの計画で実施している。

E 当該調査に係る遺跡(ま，八幡山城跡，巾ノ瀬遺跡，今福遺跡，太郎浦岩陰 1-3である。本lq:は，

平成20年度と平成21年度の八幡山城跡の調査について収録したものである。

皿 報告する本書:の内容は，下記のとおりである。

i 八幡山城跡は，長崎県松浦市今福町に所在する。

2 調査は県教育委員会が主体となり 県教育庁佐世保文化財調査事務所が調査を担当したc

3 発掘調査は，国際文化財株式会社と株式会社三基の八幡山城跡特定埋蔵文化財発掘調査共同企

業体 (JV)に業務委託した。

4 本書で使用した遺物の実iP.iJ.遺構の製図は，県教育庁佐世保文化財調査事務所が行い，収録し

た造物 ・図面 ・写真は，現在，県教育庁佐世保文化財調査事務所に保管している。

5 本書の写真は，遺構等調査時の写真を江上，石橋，矢茸，川上文化財調査員，掲載遺物の写真

を矢茸，松田文化財調究員が船影した。

6 本書の執筆は，担当者が分担して行い，執筆者は各項文末に記した。

7 本書の編集は，矢茸が行った。

8 本書で用いた調査 ・整理における土層および土保の色調観察は 以下の文献に準拠した。

-小川正忠 ・竹原秀雄編『新版標準土色帖2004年度JtJ.;U

農林水産省農林水産技術会議事務局監修 ・財団法人 日本色彩研究所 色巣監修

9 八幡山城跡は北城の一部の調査であるため，調査区外については地表商観察による現状測歪で

ある。

10 本書で用いた方位は全て真北であり |謡土座標は世界iJIIJ地形による。

11 I当然科年:分析は株式会社パレオ ・ラポに依頼した。

12 調査に際して，千田嘉博氏(奈良大学教授)から御指導を明き，また調査所見を賜ったc 記 し

て， 感謝を申し上げます。
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I 発掘調査の端緒と経過

1 西九州自動車道の概要

旧建設省は，昭和62年6月30EIに道路審議会答申に基づき 14.000kmの高規格幹線道路網計画を決

定しYt:o西九州自動車道は，高規格幹線道路網の一環として計画された道路で，福岡市を起点として，

唐津市，伊万里市，松浦市，佐世保市を経由 して武雄市に至る延長約150kmの一般同道の白動車専用

道路であり ，九州丙北部の地域経済の活性化 高速定H寺性の確保に大きく 寄与する ことで計画された。

2 長崎県内の事業区間

長崎県では，高規格幹線道路をはじめとする幹線道路網の整備については 県民の暮らしの豊かさ

を支える重要な課題と して取 り上げ 県内主要都市を2時間程度で結ぶ道路ネ ットワーク構想を策定

し，景観や自然環境と の調和を悶りながら盤備を推進している。

丙九州自動車道の長崎県内での供用開始路線及び計画路線は，下記のとおりである。

(1) 供用開始及び開始予定路線

① 「佐世保道路J:佐tH:保みなと IC-相浦中里 1C区間(平成22年3月供用開始，約7.9km)

②「佐々佐世保道路J: 相浦中里 I C ~ 佐々 1 C区間(平成23年度中に供用開始予定，約4.0km)

(2) J.盟蔵文化財発掘調査中及び終了区間

① 「伊万里松浦道路J:松浦市志佐町~佐賀県伊万里市間(長崎県内区間距離約8.0km)

(3) 国土交通省で、の調査中路線

①「松浦~佐々問J:松浦市志佐|町~佐々 1C区間(区間距離約17.0km)

3 調査経緯

( 1) 発掘調査は，国土交通省九州地方整備局長(長崎河川国道事務所) と長崎県知事 (長崎県教育

委員会) と の闘で受託事業として契約し，長IIi~J県教育庁佐世保文化財調査事務所が調査担当 とし

て実施している。発掘調査は，大規模な事業の緊急性等を鑑みて，佐世保文化財調査事務所が調

査主体で民間調査組織に発掘調査を委託して実施している。

(2) i佐世保道路J. r佐々 佐世保道路Jに関して

① 長崎県教育委員会は，平成9年に建設省九州地方整備局長崎工事事務所 (現国土交通省九州

地方整備局長崎河川国道事務所)と 「佐世保道路jと 「佐々佐世保道路」に関する埋蔵文化財

の取扱い~こついての協議を行った。 その後，現地踏査の依頼を受け， 平成 9 年11月 に分布調査

及び平成12年12月に分布調査の補足調査を実施した結果，発掘調査が必要な面積は92，100m"と

なった。

②「佐世保道路」と 「佐々佐世保道路jは，平成13年度-21年度までに範囲確認調査及び緊急発

掘調査を実施し終了 した。発掘調査総面積は89，534ばである。

緊急発掘調査遺跡 :門前遺跡，小野F遺跡，竹辺C遺跡; 竹辺D遺跡，九州文化学関構内遺跡，

武辺城跡。

(3) r伊万旦松浦道路Jに関して
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①「伊万里松浦道路jは，平成17年度に分布調査を実施し計同区域内に 6箇所の遺跡が確認され，

平成20年度~25年度まで範聞確認調査及び緊急発掘調査 報告書作成業務を予定である。発掘

調査総面積は48，116m~を予定している 。

緊急発掘調査遺跡 : 寸t ノ瀬遺跡，八幡山城跡，今福遺跡，太郎油岩陰 1~3 。

②平成20年度~平成22年度の発掘調査について

平成20年度 範問確認調査遺跡 :中ノ瀬j童跡，八幡山城跡

緊急発掘調査遺跡 :中ノ瀬遺跡

平成21年度 範囲路認調査遺跡 :今福遺跡

緊急発掘調資遺跡 :中ノ瀬遺跡，八幡山城跡，今福遺跡

平成221:ド度 緊急発掘調査遺跡 :今福遺跡

報告謁:作成業務 :八幡山城跡

v _悶喰常国)172吋γ¥ふ

〉

第2図 長崎県内函九州自動車道の計画状況(国土交通省九州地方整備局長崎河川国道Z事務所発行のパンフレッ卜より一部改訂)
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4 八幡山城跡発掘調査体制について

(1) 平成20年度の範囲確認調査は，佐世保文化財調査事務所で実施した。

(2) 平成21年度の緊急発掘調査は 調査而積8.257m-について八幡山城跡特定理議文化財発掘調査

共同企業体 ・国際文化財株式会社長崎営業所と株式会社二基に委託して実施し，終了した。

業務名称 :一般国道497号伊万里松浦道路埋蔵文化財発掘調査委託業務

委託業務内容 :当初の委託業務内容は，発掘調査業務(発掘調査作業日の雇用，安全対策等)， 

遺構実ifiU業務，検出遺構の空中写真掠影業務，掘削及び排土運搬業務，水中ホン

ブ，ローリングタワー等配置業務，防塵ネット，足場設置業務，ラフテレーンク

レーン車設世箇所基盤整地業務，仮設排水設備設置業務を委託した。ま た，調査

状況の進展により変更契約を行ない 産業廃棄物収集 ・運搬及び処分業務等を迫

力nした。

委託調査員等 :現場代理人 l人，発掘調査員 3人

(3) 八幡山城跡発掘調査及び報告作成業務関係者

平成20年度長崎県教育庁佐世保文化財調盗事務所長 高1]島和明

係長 山村智成 ・村・川逸朗

文化財保護主事 杉原敦史

文化財保護主事 荒井春房

文化財調査員 江上正高 ・石橋忠治 ・柴田妃三光

平成21年度 長崎県教育庁佐世保文化財調査事務所長 刑島和明

係長 山村智成 ・村川逸朗

主任文化財保護主事杉原敦史

文化財保護主事荒井春房

文化財調査員 石橋忠治 ・矢茸都子 .)11上儀明

平成22年度長崎県教育庁佐世保文化財調査事務所長 副島和明

係長 山村智成 ・村)11逸朗 ・杉原敦史

文化財保護主事荒井春房

文化財調査員 矢葺都子 ・松田菜津子 (副島)

3をJ観測1'i当初 分布凶桜 帯立問悩干認h 
番号 遺跡名 所主巨地

変更後 (ば)
寸Zえ~mi f1( ，;I"l歪E市i 時代 概要

(n{) (n，-) 

:t~洲市今ìii'if1fr 当初 7，2∞ !日石器時代
l 八I経l幻滅朔: 見王免年八幡山

変更後 8，257 
8，257 (72) _rlJ十任 中tJ.tの山城跡

{まヲウ、

ll~浦市今悩町 当初 14，5∞ 縄文時代 縄文時代~近世1:2 rlJノ瀬遺跡 *免T中ノiofi'i
変更後 17，559 

17，559 (70) 
~近世 に至る複合遺跡L主力、

松浦ili今 縮問T 当初 20，500 縄文時代 縄文時代~古代，3 今福泣~; 仏J反免字
変更後 21，400 

21，4∞ (276) 
~中世 中世に至る後合遺跡五 I全11ぷほか

4 太郎j議桁|塗 fí~~甫m調川町 当初 900 
900 (24) 旧石時時代 縄文時代~

1 -3 下免宇太郎浦 功pιミ百Ifi1ft 弘 ~縄文時代 旧石器十時代の包蔵地

ぷ口3、モr季rt 当初 43，100 
48，116 ( ()4!4ま2lj)サ数

変更後 48，116 

第 1表 西九州自動車道 「伊万里松浦道路J調査遺跡一覧表
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調査年度 制査形態 遺跡名
剥恋面積

調査期間 調査担当 委託染者
(ば)

平成17年度 現地調査
西九州自動車

日18.1. 11 副島 ・問.81.松尾
道計画路線内

平成18年度 現地誠査
凶九州自動単

一 H18. 5. 29 副島 ・町田 ・松尾
道計画路線l:i..j

H20.5.19 
副潟 -村)11.杉原 ・

八幡山城跡 72 
-6.20 

荒井 ・江上 ・石僑 ・

範凶確認調査
柴問

平成20年度 中ノ瀬遺跡 70 
日20.11.17 高!J鳥 ・村川 ・杉原 ・

-11. 28 石僑 .rl上 ・柴仔|

H20. 11. 18 
副烏 ・村川 ・杉原 ・

国際文化財(仰 ・
緊急発銅剣宝t 巾ノ i綴遺跡 4，800 

-H21. 3.18 
石橋 ・江上 ・柴出 ・

(総三基の共同企業体
半間 ・矢三年

車E間続認調査 今稿遺跡 276 
H21. 5.11 話!J烏 -杉原 ・江上 ・

-6. '1 柴悶 -矢茸

八幡山城跡 8，257 
H21. 6.19 副島 ・杉原 ・荒井 ・ 国際文化財閥 ・

-H22. 3.15 石橋 ・矢茸 .}II上 (悌三基の共同企業体

平成21年度
H21.6.12 

副島 ・杉原 ・訂:Jニ・ 柑九州文化財研究所 ・

緊急発掘調査
中ノ瀬遺跡 12， 759 

-H22. 3.16 
柴田 ・半間 ・折原 ・ (t粉大信技術開発の

福永 共同企業体

H21. 10. 16 副島 ・杉原・ 半間 ・
大成エンジニアリ ング

今穏遺跡 1，80。
-H22.3.16 )11上 ・浦川

(附 ・ 1術省IJ~の

共同企業体

高IJ鳥 ・杉原 ・江上

緊急発掘調査 今悩追跡 10，3∞ H22.5.21 半田 ・縞7I<. }II上 ・ 国際文化財制 ・

-1-123. :3 .16 土l三回 .))fI世間 ・ (和三1去の共同企業体

佐々木 -矢王手

平成22年度
H22. <1 . 1 杉)f，(.荒井 -矢王手 -

報告訟:作j反 八幡山城跡 一 -H23. 3.31 松田

設理作業 中ノi頼遺跡
H22. '1. 1 杉原 ・荒井 ・江上 ・

矢王ま ・松出 ・山川-H23. 3.31 

調査形態 面積 i鵡 ヨ5・

47，21601 
西九ナ1.情動車道計岨路線内3遺跡の要調査面綴

(八l隙山城跡，中ノ瀬遺跡，今福遺跡)

要調査函秘

900nr 西九州自動車道計画路線内3遺跡のE堅調査面積 (太郎j荷岩陰 1-3) 

27，616nr 
平成20年度~平成21i!三度の~êjf.ïl調査面積

?をJ底調査i斉
(Ji，.申香山城跡，中ノ瀬遺跡，今福遺跡)

|長i積
平成22年度の先撚調査商積

10， 300m' 
(今福遺跡)

予告持n務先
10， 200m' 

平成23年度以降の発指調査予定面積

予定面積 (今稲遺跡，太郎i~ì岩絵 1 -3) 

第2表 西九州自動車道「伊万里松浦道路」調査計画一覧表
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E 遺跡の立地と環境

1 地理的環境 (第3図)

松浦・ I打は ， 長崎県本上部の北端に位置し，北松浦‘I "'):~の先端部と勝島 ・ 偏向 . " 'F J~:) -\~tpの品々で構成

されている。Tliの北部は伊万rrri巧を経て玄界i憶に通じ，東は佐賀県伊万旦リi及び1.'fi1t市，南は縄文時

代草創期の隆起線文土器写が出土した福井j同開が所イ1:する佐世保市，西は多くの木製品及び多紐細文

鏡が出土した弥生時代のif(要遺跡である盟国以遺跡が所在する平戸市と隣接する

地質的には新生代第三紀に形成された砂若 .i尼岩て予の堆積岩を基盤とし，その l:!こ北fit玄武岩が広

く分布する地質仏i去を虫し，典型的な溶岩台地となっている。佐賀県坑を占める問見山 (776m)を

主峰として標j!~S400-500m の，S'j位台地が展開した後I ;1ヒ及び西に向かつて出j交を減じる。雨水は今福

川など北流する数条のiUJ川及びその支流により第三紀肘の台地を浸食しながら伊万旦汚に注ぐ。基盤

府は砂岩で崩壊しやすく ，その上に北松玄武岩J\"iがJl~がっており ，八の久保砂際肘が脆い基盤層と節

理の間に帯水しやすい玄武岩肘との間にあって相互に作用し，いわゆる「北松J~~地すべり j を発生さ

せる要因とされている その一方で水に需み 減水に恵まれ犬、松浦は，人々の生活の舞台となってき

た。また，河川の説食手による豊富な砂の供給により今宿川河口部!こは三角州が発述するが，海岸線

の多くは急庄がiu.μこ没するリアス式である。このため，尾根道を伝つての移動は不便であり ，移動手

段として日常的に船を川いたことは想像に雑くない。松浦地域は， r古事記Jには「末縦j，r日本，守
紀jでは fマツラJと心され， r貌志;倭人{ぶには「宋脱IJ<lJとの記述があり，古米より海上交通の

袈衝として栄え，中国大1;をや朝鮮半島と地理的に近いことから大陸文化の門戸ともなった。

当該遺跡が所在する今悩町は松浦市の東端部を 17め，北}j海面を玄界漣から jJ!~;をする形で鷹島が，

*方海商には福島が浮かぶ.広大な溶岩台地部と行f.iUI.人形石山を水源とする今稿川により形成さ

れた沖積平野の水凹地引から成っているが， ~ヒ阿 MI (向井岳)・北東部(城111)はi町立台地が伊万里

汚口に突き出し ， 南部の間見1 1 1塊と合わせて今制川i/，U戒を抱き込んでいる。 地f廿l~j立区は有田部;に属

し，炭層を包含する約二ミ紀府が広く分布する ことから，昭和30年代後半まで炭坑経営が盛んであり ，

当該遺跡付近でも炭坑がl!H56 .経営されていた。

八幅山は，国見山系から北に向かつて舌状に伸びる砂際台地の北端部にある 標，0jは40-47m，人

佐川の浸食を受けた尾根筋が南北方向に細長く仲ぴ，標高差が少なく比較的平担な稜線をもっ丘陵状

の地形を呈している。北端部は八幡神社の境内である。近ilt以降の干拓により，海岸線は当該j量跡か

ら約600m ほど~t:に離れているが，それ主U以J，、前は当:該京i迫立跡の北端までi湾湾がと泌2入していたと J推佐船i祖測H則4 される 。

、吋I円i該i泣立跡カか主ら約1.7冗km刷1汁lほまと

R附dてた西隣にはi中ドノi瀬頓i迫立跡， さらに今福川の対岸には今福遺跡が展開する。
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2 歴史的環境 (第 3 ~5 図)

長崎県北部に位置する松浦市には，先史時代から近現代に至る人々の足跡が連綿として残される。

その r~1でも旧石器~縄文時代にかけての遺跡の分布数が多い。 このことは，市内星鹿半島や佐賀県伊

万里市腰岳といった黒|理[Ti原産地が近隣に存在し，)原石を谷易に入手できる地理的要闘によるもので

あったと考えられる。11:1石器時代の遺跡としては，ナイフ型石器 ・台形石器等が確認された楼桔団連・

跡 ・寺ノ尾C遺跡 ・回ロ高野遺跡，今福町域にあっては満場遺・跡 ・大塔遺跡 ・初1Il~也遺跡等が所在する。

縄文時代では，縄文前期の轟式土保 ・曽畑式土器や石鍛 ・石斧等が確認された姫神社遺跡，縄文中期

終末から後期初頭に欣置づけられる坂の下式土器とともに多数の石銑 ・つ まみ形石器 ・石.鋸等が確認

された出川遺跡が知られ，今福町域では石鍛 ・石核等が確認された北平遺跡のほか，城山山麓遺跡 ・

山川遺跡:・雨久保遺跡が所在する。弥生時代においては，縄文晩期から弥生前期にかけての包含層が

確認され，柱穴 ・箱式石棺墓 ・斐棺幕等の遺構及びi田平式土器 ・刻日突帯文土器 ・仮イ寸II式士.器等の

遺物が確認されたj也出遺跡，水田畦畔工事の際に護桔墓等が確認された相ノ木造跡が知られ，今福町

j或では弥生・中世にかけての今福小学校遺跡を掲げることができるG 古墳時代では，昭和62年度の確

認調査において古墳3基が確認された小l嶋古墳群，箱式石倍長 ・竪穴式住居1M;・j罪状遺構等が検出さ

れた宮ノ下り遺跡が所在する。古代から中世にかけては松浦党に関連する遺跡数が多くなる。肥前松

浦地方に出現した武士団については平安時代の末に 「松浦党jの名で文献に登場している。このころ

日本各地には魚貝 ・果物苛:の産物を費として天皇や神に納めた御厨が泣かれていたが，宇野御厨は現

在の長崎県松浦市 ・ユド戸市 ・佐世保市北部 ・五島市 ・北松浦郡 ・南松浦郡及び佐賀県伊万里市を包含

する地域に設置され，その後i斬次花|説的要素も加わって宇野御厨荘とよばれるようになった。松浦党

はj魚業や海外交易に経済的な基盤を置き，その活動の中心は宇野御肝の領域にあったと考えられてい

る。松浦氏の出自については諸説あり断定することはできないが，江戸時代に編纂さ れた松浦氏の家

譜である f松浦家世伝jによれば，延久元年(1069)，1蛙峨源氏の子孫である源久なる人物が摂津国

渡辺泣から肥前国松浦郡志休郷今栴に下向 ・土着し宇野御厨検校なら びに検非違使となり，やがて松

浦を称したのが松浦氏の始まりとする。源久以前にも長和 5年 (1016))]~前守に補任された「源開」

や寛仁3年(1019)刀伊の入冠の際に松浦地方で。戦った前肥前介の「加知J(r小布記j)，さらに宇野

御尉の賢人 「源)11貢J(f東南|淀文書.D等の源姓一字名の人物が文献tこ散見されることから，確証はな

いものの受領国司ある いは在庁官人が下向 ・土着し勢力を拡大してい く流れが窺える。源久の後，そ

の子孫は宇野御厨を中心に独立 ・分散割拠して松浦党を形成する。なお， 1原久の嫡子とされる源直の

八子のうち，次男i青{ま今福に居住 して惣領家(宗家松浦)の家評を相続し，五男披は伊万里峯邑に屑

住して平戸松浦氏及び田平峯氏の租となった。平安末ころ強力な水軍を保有して平家に服従していた

松浦一族は，鎌倉時代に入ると幕府によって所領安堵のうえ個別に地頭 ・御家人に補任されている。

南北朝時代以降は松浦地域も合戦の$Ii:・台となり，松浦氏は一族ある いは他氏と抗争を展開したが，所

領保全等の必要から他氏との戦いに力を傾注する場而ではしばしば一族問で一段契誌を結んでいる。

14世紀に宗家松浦丹後守勝が布団(佐賀県西有田問)を併領 して後，宗家松ifll丹後守盛は本拠地を今

福から松浦君|付'fl神浦(佐世保市相浦)に移し，武辺城を築城するc 移転の理由について，佐世保市教

育委員会 f武辺城跡発掘調査報告書(第二次)Jには「第 ・の理由は消極的理由で，平戸松浦氏によ

る圧迫である。南北朝 ・室町時代，五島の小値賀，平戸島北部，田平の海上航路を掌握していた平戸
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八幡山城跡

50km 

1 八幡山城跡

2 中ノ瀬遺跡

3 今福遺跡

4 ~ヒ平遺跡
5 漁場遺跡

6 ぎぎが浜遺跡

7 松浦党梶谷城跡

8 i，成山山麓遺跡

9 山川遺跡

10今福小学校遺跡

11犬浴遺跡

12 ~卯池遺跡
13雨久保遺跡

第3図 八幡山城跡の位置と周辺遺跡等 (S= 1 /25，000) 

-8-

14若宮神社

15松浦丹後守勝の墓

16松浦丹後守盛の慕

17文銀の役

松浦家供養洛

18八幡神社

19今福{般の冨)神社

20旧宛陵寺跡

21 今宮神4士
22平戸街道御厨筋



- …業.~Jl渦氏の成

0・・・平戸tJl鴻氏の憾

。...1去満氏以舛の鎗

館11者不明の織 F 
九.jIj祭年代が天王竿問までの域を示し...a量書ごとに分泊して島る
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第4図 九州西北部の山城分布図(s = 1 /400，000) 
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第5図 八幡山城跡周辺の字名図
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松浦氏及び同じ峯一族の田平氏が勢力を拡大したことによって南下を余儀なくされた。第二の理由は

積極的理由で，朝鮮 ・中国と の貿易のための港を求めて相神浦へ進出した。Jとある。平戸松浦氏と

の覇権をめ ぐる抗争，貿易の利潤確保という 諜題を解決するため本拠地の移転を敢行したとするのは

一つの考え方として肯定できる。その後， 宗家松浦氏は武辺城から大智庵城に移ったとされるが，明

}.i:~ 7年 (1498)，宗家松浦政は一族の平戸松浦弘定に討たれ大智庵城は落城する。政の子幸松丸(親)

とその母は平戸松浦氏の人質とな るものの，次第に勢力を煤 りかえし飯盛城を築城する。永禄6年

(1563) ，平戸松浦l豊信は飯盛城攻めを開始し，永椋8年(1565)に陥れるとともに，今福について

も平声松浦氏の領国に編入し，宗家松浦氏と工f戸松浦氏の永年にわたる覇権争いは終駕を迎えた。今

福には， i原久が今福下向の際その第一歩を しるしたと伝えられるぎぎが浜，i原久の鼎宅跡を寺院とし

たことにはじまり，後に宗家松浦氏の墓所となった旧宛|凌寺跡，宗家松浦氏巾興の祖ともいわれる松

浦勝を杷る若宮神社など，宗家松浦氏と極めて関係の深い史跡が点在していることから，この地が永

らく松浦氏にとって重要な地域であったことが窺える。県北の松浦党関連城館跡は松浦市 ・平戸市 ・

佐世保市 ・北松浦郡城に展開する。主なも のとしては， 平安時代末に比定され初期の松浦党の居城と

考えられる松浦党梶谷城跡(松浦市)，鎌倉時代の里城跡(ギ戸甘"i)，室町時代の陣内城跡;(松浦市)， 

勝尾議城跡 (平戸市)，箕坪城跡(平戸市)，鳥屋城跡(佐々町)，直谷城跡;(佐世保市)，武辺城跡(佐

世保市)，大智庵城跡(佐世保市)，飯煤城跡(佐世保市).広印j成跡(佐世保市)，井手平城跡(佐世

保市)等を挙げる ことができ，その多くが交通の要衝に築かれている。当該遺跡に関する文献は確認

されておらず断定はできないが，中世後半において一族問の内証あるいは龍造寺氏をはじめとする近

隣諸勢力との緊張関係のtllで，必要に迫 られて築造された可能性も考えられる。今福は江戸時代の初

期には平戸藩領であったが，宗家松浦氏と平戸松浦氏の和睦統合があったといい，寛氷12年 (1635)

年に松浦信貞は 3代将軍癒川家光の旗本となり，寛文4年(1664)平戸津領より今福村1500石が分地

されたが， 寛政2年 (1790)には知行地支配が平戸藩に委任されたG 今福の中心、産業:の一つは炭鉱業

であった。究延2年 (1749)に今福浦赤岩に坑Uが開かれてから昭和42年の飛鳥炭坑閉山に至るまで

217年間にわたり今福の財政を支え続けた。 (荒井)

{参考 ・引用文献l

i也rH和博 1997 r第7卒宗家必iMiの庇史Jr武辺城跡発慰謝査報告脊(第二次)j

平成8年度佐世保市埋蔵文化財発繍調査報符許 {占:怜{泉市教育委員会

今思}II員一郎 ・柴田妃三光他 2008 r武辺城跡 ・末永追跡』 一般倒道497号佐々佐世保道路悠設に{半う埋蔵文化財発掘

制査報告書IV 長崎県佐世保文化財調禁事務所調査報告舎*2集 長崎県教育委員会

金子武巧 1984 r今総郷土史j芸文堂

長崎県教育委員会縦 1997 r原始 ・古代の長崎県J;ill史編 ・資料編日

中間数之 2003 W松浦市内遺跡継認~hJ査(4)j 史跡松浦党梶谷城跡確認調資報告書

松浦市文化財調交報告書第19柴絞浦市教育委μ会

中出牧之 2∞9 r松浦市内遺跡、確認戸時森(2)j恰浦市k.化財調査報告舟;第3集 松浦市教育委員会

中間敦之 -高原愛 1997 r問川遺跡j 竜尾川地区県営{ま場絵備事業に伴う埋1哉文化財発抑制主主報告舎

松浦市ー文化財調主t報告芦17貫主12集 松浦市教育委員会

中間数之 ・高J取愛 1998 r怯iFIi.今福遺跡;j 国営農地再編整備事業に伴う埋蔵文化財発損部iJ*-報告番

十:!.~~I1J市文化財潟交報告存第14~長松浦市教育委員会
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皿 調査の概要

1 平成20年度の調 査 (第6図 第3表)

県教育庁佐世保文化財調査事務所では，平成20年

5月19日から 6月20日まで 工事区域内の72mーにつ

いて試掘坑を 7箇所設定し，範問確認調査を実施し

た。 調査では表土から人力による掘削を行っている。

各試掘坑 (TP)の面積を第3表に示す。調査結果

は次のとおりである。

TP - 1~3 に係る斜前部は，当初堀切 ・ 土塁と

推定していたが，調査の結果，切岸として形成され 第3表試掘坑一覧

たこと，さらに切岸造成時の残土と地形による雨水の影響により，土塁状の低い高まりを形成したこ

とカ吋住定された。TP-4は東から西への緩やかな斜面部分に平場の可能性があったため設定したが

遺構は確認されなかった。八幡神社同辺は平場の展開が想定され，その南側に位置するTP-5-7

は狭小地にあたる。この南北を結ぶ通路の確認を行うため試掘坑を設定したが，通路は確認できなかっ

た。造物は，TP-3の3層より腰岳産黒曜石剥片が， TP-4の2層からは背花片，青磁片，3層

より星鹿産黒曜石の未製品 4層より星鹿産黒曜石原石が出土した。黒曜石を使用した未製品が出土

したことから，縄文時代の遺構の展開も想定された。 TP-5~7 では造物の出土はなかった。 111世

城郭遺構については切岸以外の遺構の展開も想定されることから，可能な限!)広範聞にわたる調査を

実施する必要があると判断した。

試郷坑 長 さXITr.Hm) 面積 (n1') 備考・

TP-l 21X 1 21 京都傾斜地

TP-2 12x 1 12 京都傾斜地

TP-3 12X 1 12 京都傾斜地

TP-4 lOX 1 10 凶iiil傾斜地

TP-5 5 X 1 戸d 京都傾斜地

TP-6 7 X 1 7 絞部i

TP-7 5 X 1 5 絞a!i

72 

1I 犬、¥111
¥ 

¥ 

¥ 

I / 

第6図試掘坑配置図(S = 1 /1，200) 
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2 平成21 年度の調査 (第 7 ~9 図)

平成21年度は平成20年度の調査結果を踏まえ，平成21年6月19日から平成22年3月15日まで，工事

区域内の8，257ぱについて発掘調査業務を国際文化財株式会社及び株式会社三基の共同企業体に委託

した。調査区は， 国土座標系に合わせて南北を主軸とする 100mの大グ リ ッドを設定し ， 東西を l~

9 ， 南北を A~ E と符号した。さらに大グリッド内を20m方・眼で区画 して中グリッドを設定し ， 1 ~ 

25の番号を付した。また，便宜上，遺跡の東側斜而を東部傾斜地，山良部を鞍部，西側斜面を西部傾

斜地，調査区西側jの平地部を山麓とした。東部傾斜地 ・鞍部 ・西部傾斜地については，すべて人力掘

削により調査を行い，腐植土(1層)を除去した後，崩Yri-土(Ib層)を掘削した。なお，調査の進

捗とともに，遺構等の確認のため必要に応じて試掘坑を設定している。試掘坑は，平成20年度の調査

時に設定したものに引き続いて番号を付し，平成21年度はTP -8 -23及び全体的な土層のつながり

を確認するために八幡山上の調査区を東西に横断する中央トレンチを設定したc 主な遺構としては，

東部傾斜地及び西部傾斜地において切岸を 3筒所で検出している。また，炭化物の集中部を検出し，

性格不明遺構 (SX) として記録を行った。採取 した炭化物による分析の結果(刊第)，新しい時代

のものと古木効果による影響のものと判断したため，挿凶等(ま省略した。遺物は旧石器~弥生時代 -

rl'iit .近世の遺物が出土し， 時期的には中世後半の遺物が主体である。山麓については重機掘削後に

精査を行ったが，遺構は確認されなかった。 (荒井)

7 

「 寸 凡例
例 :E-8-1 

0，...一一一
25 21 

9 

5 

E1 

. B 

8 10 

A. 

13 14 15 
百 -v ¥ 

18 

山麓。 50m 
d 

西部傾斜地 革主 部 東部傾斜地

第 7因調査区とグリッド配置図(s = 1 /1，200) 
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南援土層図1

1暗褐色粘質土表土，住宅の基礎。

2明褐色粘質土南壁土層図2の2層・東壁土層図3層に対応。

3明褐色粘質土 引 ~5cmの小磯と，世 20~70cm程度の礁が多量に混ざる 。
南壁土層図2の5層 ・東壁土層図6層に対応。

南壁土層図2

1暗褐色粘質土

2明褐色粘質土

3暗オ リーブ黒色粘土

4オリ ブ灰色粘土
5灰オリーフ色シル 卜

L鐙 且m

表土，住宅の基礎。
南壁土層図1の2層 ・東壁土層図3層に対応。

回の床土又は沼の底にi留ま った土。

東壁土層図5層に対応。
世 1~5cmの小磯と 世 20~70cm程度の礁が多量に混ざる 。

商壁土層図1の3層・東壁土層図6層に対応。 日

5旦且旦m _ー一一一一一一ー一一一一一一一一一一 一一一一ーて? 呈ヱ旦旦旦m

区 B

4.l:血且m 4 生旦且且m

H辺且血
3 主主旦且m

5 

6 

東壁土層図

1暗褐色粕質土
2褐色粘質土
3明褐色粕質土
4褐色粘質土
5オリ ーブ灰色粘土

6灰オ リーブ色シル ト

j覚乱
崩落土 子

南壁土層図1の2層・南壁土層図2の2層に対応。

南壁土層図2の5層に対応。

世 1~5cmの小磯と世 20~70cm程度の磯が多量に混ざる 。
南壁土層図1の3層 ・南壁土層図2の5層に対応。

第 8図 山麓南壁土層図・山麓東壁土層図 (S= 1 /100) 
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010明

1膚 黒?酒色土や渇色土 魔植土.しまりのない-.木の柵など多〈含む.
!b膚 褐色結貧土や赤渇色粕貧土 脱落等による2次機械土.フロ yクを含む.φ50m程度の小鳴を含み ;4Qcm犬の磁も含む.!o膚 渇色粕貧土 中世以前の2次増柵土.切隊'.2で槍甥され鳳曜石が出土した.切鯵形成以前の堆積と考えられるが. !b膚と明砲なE分怯できない.

磁をほとんど含まずし事りは強い.プロックを含まない.n.. 11色結賞土 縄文時代の包含眉.φ200m以下の自然破を多〈含む.
E層以下 明縄色絵質土や赤褐色結貧土八幡山形成層.ブロックを含み，2-20cm程度の磁を含む.岩盤近〈では岩盆風化土や風化鳴を多〈含む.礎漕で，.成される箇分もめる.

にsい稼働色健土

第 9国 中央トレ〆チ (軍部情斜地~西部商斜地}北壁土壇図 (S=1/150)
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N 遺構・遺物

遺構(第10"'19図図版1・3"'8)

( 1 )包含層(第10・11図図版3) 

中世の遺物に次いで山ょ したのは，縄文時代の遺物である。出土した遺物は砕)Jiも多いが，石搬や

削器など製品を含も‘イ1慌である。石器は 1b肝細削中に広範聞で出土が確認され(第35・36図)，さ

らに西部傾斜地では細石刃が3点出土した。このため，堆積が厚く比較的安定と考えられる鞍部に，

包含層や遺構が残存していると考え 範闘を設定し この回を E層とし掘削を行った。石器の集中的

な出土は確認されず.J世情も確認できなかった。

イE・8-3

TP・13

セsf~「~m-~85 寸E-g・1 →E-9-2 

1 TP・15

TP・6

→E・8-8 セー9-6 古-9・7

TP-4 

TP・16
己主Eェ1

dク

九ケ~

3 ¥ミミミ
TP・10

. TP-11 

TP必

セ8.18

汚j破線内lま崩落箇所

20m 

第10図遺構配置図 (S= 1 /600) 
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TP・21
1黄褐色粘質土

2浅黄掻色粘質土

3褐色粘質土

4褐色粘質土

5にぶい赤褐色磯屑

J 

主:kQ邸 m

しまりのない土。 世5cm以下の自然礁を少量含む。 木の根によるものと考えられる。

世10cm以下の自然礁を多く含む。

やや粘性あり。世5cm以下の自然礁を多く含む。(1I層)

しまりあり。世10cm以下の礁を多く含む。

しまり無く粘性が強い。人頭大の礁を多く 含む。

TP-12 
1褐色明色土

2赤褐色粘質土

3明赤褐色粘質土

4明赤掲色粘質土

黄笹色粘質土
5褐色粘質土

6明褐色粕質土

7赤褐色粘質土

日明褐色粘質土

9黄褐色粘質土

10赤褐色粘質土

褐色粘質土

11明るい赤褐色粘質土

12にぶい赤褐色粘質土

13明るい赤褐色粕質土

14褐色粘質土

15褐色粕質土

しまりがあ り粘性が強し、。φ0.5-1cm程度の磯が少量混ざる。

しまりか約無 く粘性がE弘、。(1 b層)

2 

しまりがあり粘性が弱し、。φ1-10cm程度の礁を多量に含む。(Ib層)

しま りがあり粘性が強し、o <D1-3cmの礁を少量含む。

しまりがあ り粘性が強い。φ1-3cmの礁を少量含む。

しまりがあ り粘性が強い。φ1-3cmの礁を少量含む。

しまりがあ り粘性が強い。φ0.5-2cm程度の礁を少量含む。

しま りがあ り粘性が強い。φ0.1-1cm程度の礁を少量含む。(1I唐)

しまりがあ り粘性が強い。φ0.5-1cm程度の僚を少量含む。

しまりが無く粘性が強い。

しま りが無く粘性が強い。

しまりが無く粘性が強い。5対5で混ざる。

しまりが無く粘性が強い。

しま りが無く粘性が弱い。φ1-5cm程度の磯を少量含む。

しまりが無く粘性が強L、。<D2-10cm程度の礁を少量含む。

しまりがあり粘性が強い。

しま りがあり粘性が強し、。

o 3m 16明るい日月赤褐色粘質土

17褐色粘質土
しま りが無く粘性が強い。

18褐色粘質土

19 t宣色シル ト

<D5-20cm多量に混ざる。

しまりが無く粘性が強い。φ3-5cmの傑を多量に含む。

しまりが無く粘性が強い。

第11図 TP一12北壁土層図・ TP -21西壁土層図 (S= 1/80) 
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( 2 ) 山城跡(第12~19図 図版 1 ・ 4 ~ 8) 

八稲山はlお北に長く仲びた育状の丘陵部である。山城は尾根筋を堀切で区切られた北部(北城)と

南部(市城)に分かれ，本凋:fE区は北域の一部;に設定される。検出した遺構は，東部傾斜地と西部傾

斜地において切岸を 3箇所で確認した。切岸は傾斜地を利用して造られ，いずれもr!tl輸に連続しない

特異な締法を昆 し， 尾根筋をl~ り囲むよ う に配ほされる。端部は自然地形を活か し， 21崖 と な って深

い谷筋に接する。
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第12図 八幡山城跡 (北城)と断面模式図 (S= 1 12，000) 
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-切岸 1

調査区東側に位置し，切岸上に平坦泊ーをもっ。最も急峻な部分では，裾部に対し，高さ約2m， 40" 

~70。 を呈する。切岸下の平坦面には，切岸造成時の残土を使月1 したと考えられる土塁が築かれる。

東斜面側に土星をめぐらすが，明瞭でなく，わずかに南東側に確認される。土足は残土が部 く， 遺物

は確認されなかっ 1':'0

NW  

-~唖

32m 

30m 

主豊!!!

-切岸 2

※絹査区内位置!l!I

;*iIR'~は推定復元

o 10m 
! 一一一」

"・身長160cm

第14図 切岸 1平面図 (S= 1/300)と切岸1・2の位置関係

se 
主主旦

旦旦旦

28m 

主主旦

東部傾斜地の北側に位置する。北東端から派生し，北側へ延び，現在の八幡神社を囲み，切岸3へ

と連続すると推定される。最も急峻な部分では，裾部に対し， I寄さ約2.5m，約50。を呈する。

-切岸3

鞍音I~の凶側に位置する。 崩落が著し く，やや不明瞭な館所もあるが，北端から南側へと延び，北城

の南端の痢切に接する。最も急、|姿な部分では，裾部に対し，高さ約2.5m，約40。を呈する。

-21-
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31旦旦旦旦

30且且且哩

29.Q且旦里

35，Q旦皇国

34旦且且E

33皇旦旦旦

切岸1

主1.O_Qllm 

土塁

呈生旦旦Om

TP-1 

1腐葉土 しまりなし。腐植土 (1層)
2褐色土 しまりなし。腐植土 (1層)
3黒色土 しまりなし。腐植土 (1層)
4明褐色粘質土 世5-10cmの自然礁を多量に含む。崩落土(Ib層)
5にぶい黄褐色礁土しまりは弱く司 粘性な し。砂岩礁が密集する。土塁形成土。 23 Z生旦旦Om

6明褐色土 しまりは弱く ，粘性なし。砂岩礁はあま り含まれなし、。土塁形成土。
7暗褐色粘質土 <t 10cmの自然礁を多量に含む。
8黄笹色粘質土
9黄櫨色粘質土
10褐灰色土
11黄櫨色粘質土 B層より白色礁を多量に含む。

¥¥frコ了一一寸
12褐灰色粘質土 自然礁を少量含む。
13黄櫨色粘質土 自然礁を少量含む。
14灰褐色粘質土
15褐灰色粘質土 白色礁を少量含み，粘性は強い。
16褐色粘質土
17褐灰色粘質土
18明褐色粘質土

〆 切岸3

;rLQl!l)m 

19黄櫨色粘質土 世1-5cmの自然礁を少量含む。
20黄櫨色粘質土 手1-5cmの自然礁を少量含む。
21褐灰色粘質土 白色の磯 ・黄櫨色土を含む。
22浅黄横色磯
231宣色磯土 しまりは強く 、やや粘性あ り。砂岩礁及びブ口 y?を含む。
24にぶい褐色土
25明黄褐色土

10 呈6cl)畳Pm

26明褐色礁

主亘直旦Om

TP-17 
1褐色粘質土 灰白色のブ口 yヲを少量含む。
2褐色粘質土 灰色及び灰白色のブロッヲは全く見られない。

8 3明褐色粘質土 <t10cm以下の礁を生霊含む。 a!.Q且Om

4褐色粕質土 粘性が強くしまりがある。<Il5cm以下の礁を僅かに含む3

5褐色粘質土 檀色のフロッ クを少量含む。礁はあま り含まない。
6明赤褐色粘質土手20cmの礁を少量含む。
7褐色粘質土 世10cmの礁を多く含む。

0 3m B赤褐色磯層 磯友び灰白色のブ口 y?が充填する。
9にぷい赤褐色土 世10-20cmの礁を少量含む。また，玄武岩の風化礁を多量に含む。
10赤褐色礁層 磯友び灰色のブ口 y?が充填する。
11明赤褐色土 僅かに玄武岩の風化礁を含む。
12 lこぶし、褐色礁層青灰色と笹色のブ口 y?が充填する。

第15図 TP-1北壁土層図(切岸 1)・ TPー17北壁土層図 (切岸 3)(S = 1 /60) 



。 10m 

辺広19m

~思!P<h-ー・ ー、
切岸2

主~虫9m

10 

皇量畠虫9m 1褐色主 曹をほとんど吉宮ず.しまりIj裂い (i b扇町可能性}
2褐色土 樟をほとんど宮まずし，.りl.IillIい {Ib扇町可能性}
3鵠憶を土 抽1.111とんど古志ず.しまりIt弱い {lb躍の可能性} ‘ 

6明構色土 ，;5cmJ:!下司曜をP.含む しまり1.1強〈ない 111高額と~えられる (1 c曹'-'，
5揖色特質土 悼をはとんと宮まずしまりは強い。ブロノタ笠宮まない((ic膚) 、ヘ
6褐色枯薗土 慢をほとんど吉まず51曹より強くなる.7口Jクを官まない (lc層) '_ー'_

34，0虫虫血

7 1耳色桔曹土 5， 6と811(がJJl化した屈と考えられる ブロック聖書〈宮む小慣を:J，'量歯み
8層よりしまりは強<1，;い.

8雰掲邑措置土春縄邑枯輔土を主体とし明繕色土や褐色土のフ口 yク的聖吉む.しまりは強〈
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，;詣土 ぷ品;然記、認25GDfftfよれzぽ嘗てつまっτいる措置土 ¥?と"- ¥ ~ ~・
の撞視と考えられる ¥、、 ¥ 6 

1ぬ雌 E

o ~ -人/
32..Qll!:也1

第16図切岸2平面図 (S= 1 /300) と TP ー18~t壁土層図 (S= 1 /60) 
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第17図 切岸 3平面図 (S= 1/300)と切岸2・3の位置関係
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( 3 ) 小結

今回の調奪で、は造椛や造物が鞍部に集中することも想定されたが，遺構や遺物はほとんど確認され

なかった。 これは山花のぷ!管区で，住宅基礎の.l'JIl上から磐大の黒曜石の石核がtl¥土 したよ うに，八僻

山を形成する堆積土の流失があったためと考えられる。E平で触れたように，地すべりが発生しやす

いこの地域は，近代においても大規模な地すべりが発生している。また，八幡山の東西は急峻な崖で

形成され，緩斜地は多くない。その結果，崩落が各所で見られ，崩落等による 2次堆積土(Ib層)

が調査医全体を包含するような状況であった。

1 b層を除去すると，山城の遺構である切岸を 3筒所で確認できた。切岸は傾斜地を利用して造ら

れ，いずれも平場に連続しない構造を呈し， 尾根筋を取り囲むよ うに配置される。切岸で聞まれた尾

根筋は平坦ではなく ，r甘から北 ・東方向へと緩斜する。つまり ，平場と防御施設(切岸等)が伴って

おらず，平場と一体化していない切岸の様相は特典である。さらに北域で確認された 3箇所の切岸の

うち，その形態は 2秘鋲あ:)，切岸 1と切岸2・3は構成が異なる。切岸 lが切UJギuニの平坦面と土塁

を備えるのに対し，切岸2・3はそのどちらも備えていない。

北城を調査区外まで見てみると，切岸2は八精神社のある北端を囲み，切岸3まで連続すると推定

される。現在，八幡神社が位置している この北端は，眺望に富むことから，見張り台のよ うな役割を

担っていたと想、定される。切岸3は北端から尾根筋に沿って南へと延びる。このため，南凶慎IJの平場

は切岸3より外但IH二位問する。また， この平坊の市端に沿って堀切が形成される。北城と南城を区切

るこの堀切は，東側で北へ屈曲し，横掘となって，東側の谷筋に合流する。このように北城は，平場 ・

切岸 ・横堀等で構成される

第18図は，南西側の平均と横掘 ・土塁，堀切の関係を断面的に示している。これは切岸 lの断面図

(第14図)と類似し，切岸lと横堀は東側を意識して備えられたと想定される。市城について少し触

れると，南城は尾根を向IJ干した平場を東側から取り 1mむ横堀と上塁で防御されている。これは北城の

切j芋lと横堀の様相と共通している。

38m. 

.H!!! 

J亜m

....3Qm 

三豊田

26m 

ー銭血

斗皇血

_;14町

一主2m

一選回

i昼旦

2呈旦

...llm 

第四図 北城の平場と横堀 ・堀切の断面図 ・断面見通図 (S= 1 /400) 
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山上氏による と f16世紀前半までの西日本の山城は曲輪形成が未発達で，防御拠点、と駐屯地が分離

した遺構が長く築城される。~尾根上の曲輪形成と防御拠点 ・駐屯地の一体化という ，一般的な中世

城郭の成立期という側面からみると，天文期の末頃がその確立期Jとしている(山上1990)。八幡山

城跡の検出した切岸の形態差や北城 ・南城の共通性は，山上氏のいう紡御施設と駐屯地が分離された

時期とその後，防御施設と駐屯地が一体化した時期が存在するという可能性を示すと捉えられる。

廃棄年代を示す山城にとって，その痕跡が残った理由には，①大規模に改修する必要性がなかった

(臨時的な城)，②改修する対象箇所・でないため残った(戦略的役割の変化)，①時間的制約 (諸勢力

の強襲)があった可能性が考えられる。次章で触れる遥物についても，遺物の時期幅があるこ とから，

山城 の 古段階の痕跡を残す貴重な資料といえるかもしれない。(矢茸)

4員堀 平場

匡到

斗----....__/'切開

第19図 八幡山械跡僻撒図(北東から)
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2 遺物(第20~40図第 4 ~22表図版14~26)

当該調査により ，I日石器時代・ 縄文時代 ・弥生時代 ・中世・近世の遺物が約300点出土した。遺物

は遺構からは確認されず腐植土(1層) と崩落等による二次堆積土(Ib層)から主に出土した。

各時代ごとに区分して報告する。

( 1 ) 旧石器時代の遺物(第20図第4表図版14)
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第20図 旧石器時代の遺物 (1~ 4はS=lハ， 5~8 ・ 10は S=2/3 ， 9・11・12はS=1/3)



1 - 4 は細石刃である。 1 ~3 は表I“に平jH.部分が見られ， 台JI予の|析面を呈する 。 4 (ま表面に鋭角

な頂点を冶.するため三角形の断面を呈する。 5・6はナイフ形行協である。 5はー:111リ特に微細なプラ

ンティング加工を施す。 6はフランテイング加てがより急斜で， li:Jr而は台形を呈する。 7・8・10は

スクレイハーである。 7・8は不純物が無く腰岳産の黒曜(jと考えられる。 7は表面右側設に刃部を

作 り出す。表面は粗 く二次1mI~ を施し ， 袈簡には白然面を残す。 8 は京商右側線に刃却を作り出す。

左側伐の一部に自然面を践す。9は安山岩製の阿面調整石器である。 10は表面右側松に二次加工を施

す。京商右側縁に自然面を践す。11は安山む裂の刈片である。"Zuii右側縁に剥離部分が認められ刃部

の可能性がある《表面iに自然面を残す。12は安山岩裂の剥片であるの 9~12は未製品の可能性がある

番号 ;IHntf!1ベ j妥{立 ~~flh 石穏
Hさ 原さ )1iJ，: 

J[{上番号 i松号
(mJ:l) (mm) ([1¥1) (g) 

E 8-13 1 b i湖EJJ J名目産石 23.I 2.0 0.23 t¥0.84 

2 E -8-13 約?i刃 黒曜石 18.0 5.8 1.9 0.13 t¥0.2oO 

3 E o-131 1 b 1 総Tj予J |黒曜石| 12.0 10.1 0.31 :¥0.101 

4 E-8-lI' Il 細石刃 県ijl石 12. i 6.5 1.8 0.06 No.2ω| 

;) TP-3 1 b ナイフ形イi~l-f 黒磁石 26.5 16.1 5.0 2.01 終YrPf. ~mf在認時に出土 3

6 TP-，j 1 b ナイフ Ir~1 i~，f 思H躍石 29.0 15.0 4.3 2.22 勝I~}E 純pij~rl;認l時に出上。

一
7 E -S 14 1 b スクレイノ、一 !県HI17ヲ 39.9 18.0 i.l 5.66 No.16i 縄文lI!dtの可能性あ 1)

8 E -8-141 n スクレイハー !思a;¥1百 l 49.5 10.5 1l. 5 28.6i No.21O 

9 E -8-101 1 c j!Ti!点ヤ訂正v 安山岩 | 92.2 82.6 30.5 158.∞ 1'.'0.201 
10 E 8 '-131 1 b スクレイハー '.1fJM石 31.0 18.0 11.0 6.3d :"¥0.298 

111 E-8-151 1 b ;j!ll/r 安山岩 93.1 65.8 10.1) 69.09 No.l64 

12 E-8 151 JI 剥J¥' I安山岩I47.0 6i.O I 9.0 I 29.86 No.189 

第4表遺物観察表 (旧石器時代の遺物)

( 2 )縄文時代の遺物 (第21 ~23図第 5 表 図版15~17) 

1 ~14は!HII担石製の石撒である。 1 は脚音1)を一部欠損す る 。 2 は扶 り が浅い。制古1; を中心に研併を

施し，JI，T.さは均一である。同部信裂石鍛である。 3は組く二次加てを施す。両側杖は鋸歯状を呈する

4は全体の半分を欠損する 5は先端部と)j'脚の一部を欠如、する 脚部は角状を呈する u 剥片鍛であ

る。6は先端部を欠損する m 深い扶りが確認できる。7は先端部と両脚の一部を欠損する。 8は先端

部と片脚を欠損する。扶りがiえく ，全体がごと.. j;j!1三角形を呈する。 9は扶りが深く，即時1;は平坦で、丸

みを呈する。基部両面に研n~を施 し た局部磨製イイ織である 。 10は先端部 と j脚部を欠如する。 11 は片脚

を欠損する。両側縁!土粗く 二次加工が施され鋸歯状を呈する。12は片脚の一-部を欠損する。脚部は平

坦で丸みを旦し ， 扶!)は U手:~を呈する 。 13 1ま先端部と片脚の・部を欠損する。扶~)はiI5い 。 14は先

端部と片脚の一部を欠損し，扶りは浅い。研Jfjが佑かに確認できるが，意図的に行われたかは不明で、

ある 。 日'i1Iífg;製石鍛の可能性がある。 15~17はノッチであ る 。 15は表面の側縁に述統しない二次加工

を施す。16は表面右側緑に扶りを入れ，刃部を作1)出す。171ま史的i左側緑に挟りを入れ，刃部を作り

出す。 18~25はスクレイハーである。 18は哀i市左側誌に二次加了.を施す 刃部は弧状に外寄する。19

は表面左目IJ縁に細かな二次Jm_[を施す。20は袈而N.側縁!こ一二次加T.を施し，刃部を作り出す。21は両

面から二次加工を施し裏凶左側紋に刃部を作り IHす。 22は表面右側紋lこ二次力11工を施し，刃部を作 l)

出す。 刃 ~i;は弧状にタは守する 23は裏面左側面に二次加工を施す内24(ま表面右側而に細かな二次加工
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を施す。二重パテイナが見られ旧石器時代の再利刷品と考えられる。 25は裏面左側縁に二次加工を施

刃部を作り出す。 26は砥石である。表面に溝が確認できる。27は磨Zコーである。円形を呈し， 両面

に研磨痕，側面に厳打痕が確認できる。28は誠石である。側面に敵打痕が確認できる。
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第22図縄文時代の遺物② (15-20・23-25はS= 2/3， 21・22はS=1/2)
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第23図 縄文時代の遺物① (8=1/4)

番号 調査地区 l替位 おf重 TI磁
奈さ 申日 E言さ f教最 取上

1穏考
(mm) (mm) (mm) (g) 番号

E -8-13 1 b 石f採 黒昭社i 15.0 11. 0 2.5 0.24 No.257 

2 E-8-8 石紋 男B最TI 1. 95 1.4 2.0 0.119 No.48 局青1I陪製石鋭i
3、 E-9-6 1 b 石t歩、 禁日程石. 3.05 1.7 3.5 1. 00 No.174 

E-8-8 1 b 石j主主 j明。曜石 20.5 8.5 3.2 0.46 1'10.255 

5 E-8-9 1 b 石袋長 よ巳H採石 18.0 13.0 3.0 0.62 No.177 剥片鍛

6 E-8-9 E ，(:j鍛 県H蛮石 23.0 16.0 3.5 1.06 No.67 

7 E-8-13 1 b 石鍛 出限u 15.0 13.3 3.0 0.36 No.265 

8 E-8-lO 1 b 行自秒、 県E直:?i 23.5 14.0 3.0 0.58 No.105 

9 E -9-11 1 b 訂3絵 製自裂Zコー 27.5 18.0 3.5 1.54 No.172 素IJ片鍛 }"j部l誉裂かe

10 E -9-11 I 有鍛 黒曜石 18.0 12.0 11.0 0.69 No.1 

11 E -9-11 1 b 石鍛 月I~II議，fj 28.5 16.0 3.8 1.11 No.232 

12 E-8-4 1 b 石鍛 !.f;!.fJ1i!石 32.5 15.5 2.5 1. 24 一

13 E-8-9 1 b 石S鉄 以磁石 19.0 21. 0 3.0 1.∞ 

14 表:J';ii 石鍛 製自溜石 27.0 22.0 35.0 1. 96 No.3 

15 E-8-8 1 b ノッチ 議曜Iコー 26.0 15.0 5.0 1.30 No.1l4 

16 E-8-4 1 b ノッチ 黒畷石 35.5 25.0 5.0 5.80 No.40 

17 E-8-9 1 b ノッチ 黒曜石 33.0 27.0 5.0 2.84 No.149 

18 E-8-9 B スクレイノfー 県磁石 28.2 36.5 6.1 4.28 No.205 

19 E-8-1O 1 b スクレイ ノ守一 県H説石 35.0 34.5 9.0 10.似 No.166 

20 E-9-ll 1 b スクレイノ守一 黒Jf'!i1石 37.0 53.0 10.0 12.51 NO.7 

21 E-8-8 1 b スクレイノ~- 安山岩 83.2 34.3 12.0 34.42 No.54 弥生時代の可能性あ 1)G 

22 E-8-8 I スクレイノfー 安山岩 103.0 69.0 32.5 215.00 No.52 弥生時代のiir能性あり CI

23 E-8-15 スクレイノi'- 黒H亜石 24.0 16.0 3.0 1.05 No.28 

24 E -8-13 1 b スクレイノfー 黒曜石 24.0 19.8 7.8 3.24 No.13 In石路島幸代の再手'Jm品かc

25 E-8-15 スクレイノ~- 黒l磁石 39.1 44.5 7.5 8.60 No.9 

26 表採 Pl1石 砂岩 120.5 120.5 51. 0 980.∞ 

I 27 言受採 一 !警石 安山岩 74.5 69.5 45.0 357.00 

28 E -9-11 1 b 故石 蛇紋岩 73.51 41. 5 490.00 tぜ0.182

第5表 遺物観察表(縄文時代の遺物)

( 3 ) 弥生時代の遺物 (第24図第6表 図版17)

1 ~3 は翠もしくは蛮の胴部である。 1-3 は外面に僅かに打-塗りが見られる。内外商にナデを施

す。 4は杯の庇音1>である。外面上部はナデを施し外部下部は磨滅する。内聞にはナデを施し指頭圧痕

が残る。成部内面はシボリ痕が残る。5は蛇紋岩製の磨製石斧である。
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第24図弥生時代の遺物 (1"'"4はS= 1 / 3， 5 (1 S = 1 / 2 ) 

法量(C:) 理主 色調 r!l: 
電ずー 句子主号 調£地!主 属{之 i!;J zf後

円iJ. 政ii:I器内 外面 内主j
悦受

~街 i~li!Ji 
lii土 量日

信号

E-t{時H 1 b st'f. IJ~ ~か愛 ー 3.:> ナテ ナヂ 良好 澄色 間貸褐色
?や111¥11 1¥0.1:泌 $'~閥JJi~.) 
角閃5.石7f・雲fま

' 十やm:~
2 E-II-S I b ~'ttti :主地受 ー tb ナテ ナデ 良好 ~，j事事E色 にふい~色

:Hi'!i笑・角関石・竺fJ
~0.2ïO p'~断絶・』

3 E-b-8 [ b ì~;lU:2~ 売か愛 3.0 ハケ ナデ JW 明赤!Il色 にふい侵色
やや11濃

ぬ1中!t石.!ij~.角肉石・会。

E-9-12 ~生土審 t式 ー :.1> ナヂ ナテ !1好:: ~j~..吋色 1・・川!z色 キキUi1
_.T・ ，!:石.e;色色I'

~号 。司ftJli;:><. 信も1 j;;f， 百種 ~、、チ2 結 毎〔さ Jfu量 !U. 楠与
(1II!t) (m) (I!JD) ( g) ー骨Z 

o E-b-I 既製石;F!l:W岩 tn5.0 ω.0 32.n 23.抑 :¥0.111 縄k寺Itの可能性あ1)

第6表遺物観察表(弥生時代の遺物)

ナ
ク

石形鍛 イチ石
刃7fi ノぐ

旧石器時代 I4 2 3 

縄文H 8 

弥生時代

第7表石器組成表

原|合
石|計

l 

( 4 )中世の遺物 (第25--31図第8--15表図版18~24)

・中世の遺物① 膏磁 (第25図第9表図版18)

1 ~ lUま碗である 。 1 ・ 2 は門縁部から体古I~上半まで残存し王縁状口掠を記する 。 1 ，ま施紬がんLく，

胎土は赤褐色で白色結子が混入する。 2は灰色の胎土に白色粒子の混入が昆られる。胎よの一部が赤
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色を呈する。 3~5 は口縁部が残存する。 3 ・ 4 は口縁部が外反する。 3 は口縁部外面に沈線を 2 条

施す。4の施柑は透明度が高く貫入が入る。5の紬調はオリーブ灰色で貫入が入る。 6は口縁部から

体部下半まで残存する。口縁部は外反し，糊は厚く施す。 7は体部である。片切彫もしくは丸彫りで

蓮弁を表現するが蓮弁の盛り上がりは無い。 8は底部である。高台畳付の紬は削り取らず，高台内面

9は底部である。見込みに沈線が1条巡る。高台内外商から内傾して削るため畳付きは露胎である。

の幅は狭い。施flHは高台内![iの紬を輪状に削り取る。10は底部が残存する。見込みに印花文を施す。

高台内面は露胎である。11は体部が高台から直線的に立ち上がり，仁|縁音1)はやや外反する。片切彫も

しくは丸彫で蓮文を施すが蓮弁の感り上がりは無い。高台内而は露胎である。

一一一一戸アy
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10cm 、ャ一一亡ご〉 。
中世の遺物① (S=1/2)

輸入
国産

種類 小国 朝鮮 JロL号ロt

青磁 白磁 管花 磁器 陶器 陶器 瓦質土器l土姉質土器

点数(点) 25 31 34 。 11 7 30 144 

割合(%) 17.4 21. 5 23.6 0.0 7.6 4.9 20.8 100.0 

第25図

中世の遺物組成表

円
、
υ内。
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if号
議至王 kヲi女 f直覧i終値

法童子 (cm)
Hfi J: 

色諮 !日上
筒~

地区 IJ佳 J蕊筏 器JJi 外面 内側 昨日・

E-8・14 汀F込 』定 一 3.3 fl'l絞 lパ十リーブ色 オリーブ波色
NO.11 

n色I"'(:J二 !山

2 E-8・19 1 b l'i磁 b定 一 3.3 やヤm紋 寸1)ーブ灰色 オリーブJ/<.色 Nn.2l'¥6 A~泉:z系
r~l 色i:n.

3 : E-8・13 1 b I i'l縫 l足 ー 2.3 
i可敏 lポ白色 j_J1(r.リ ーフ色 No.il I似 綜 D必
~.I.\色弘子

E -8 -1-11 1 IWS E定 ー 2.1 1高級 |オリーフ灰色1 ，砂，曹I.}、~~ お0.139，庇泉湾系 D:.tiか。

日 2 行段 E定 龍五ì~系 C~長1:1色t:Li-オリーフJ;，ti.色 オリーブ灰色 一. 
6 E -8 -I-l 司l"』・C.li E主

.~~'t 
3.o 虫色村子 肌 色 | 明緑I:J<色 No.23 従来:究系 D::1t 

7 E -8 -15 YI総 腕 1.9 
ベコ守1.'1事t

オリーフ黄色 灰オリーフ色 ~o. 16 。ωL:官系 Bm 
~~.色ti'( j" 

8 E-8・13 W(活 f定 1.5 m.設 ゆ}オリーブ色 階級以色 NO.61 位五i烹系

9 E-8・8 I II b Wf益 i完 5.0 3.1 ifi訟 l脱~l.ぷ色 明寸1)-7灰色， ~\l， 16也 使泉。宅系

10 E-8・13 I b o-段 政 一 ー 1.6 IS鍛 |灰オリーフ色 オリーブ/)(色 'Jo.32 1;しhsJ内g仁守王士主乃古ミ

' 
11 E-g-13控 1 b hf 碗'12.1 1.3 6.7l 精巧 .灰すリーブ色灰オリーフ色 ~o. 12~ 時~;'Lど系 B認

第9表遺物観察表(中世の遺物①)

-中世の遺物② 白磁 (第26図第10表図版19)

12は碗底部であるo }iI!i;fruは灰オリーブ色を忌し，山内F'、j聞は露胎で、ある。ケズリによる沈識が見込

みに 2 条， 高台外而に l 条確認出来る。 高台断!日はミ角形を呈する。 13~25は皿iで. 13~ 19 ・ 23~25

は端以りの口持部である。 13 1ま体部下半まて残存する . 口縁部はケス~1)によって九みがある。胎土は

m色粒子を含み，施柏!ま灰向色を呈する。16に類似する 14は体部下半まて残存する。15は飴土が精

敏で，施執はやや緑がかった灰白色を呈する‘25に;li似する 16の口縁部はケスリによってやや丸み

がある。外面の一部に焼成[t'fの融ぷ:が見られる。17の施紬は灰白色を呈し光沢が無い。18は体部下‘!と

まで残存するo ~Ibは鬼沢があり，やや黄みがかった灰白色を皐する。 19はtph授が締く，仁|縁部はケズ

リによって角がある 。 脳細はi主t青続色を呈し光沢が紫い。 20は口禿げ円紋で外IfHに成 Jj=~の134 についた

起伏が確認できる。口付iiflは外反する。21は体部下'1':からJ良部まで残存する。l在品;は上げ底を呈する

施抽は光沢があるが，見込みには民入が見られ気泡を737む 外商は露胎である 胎土はやや粗雑で灰

色を呈する。22は体部下'1':から底部まで残与する羽mである。内外面ともケスリによって花弁を表す

高台内は粗く削り J~ り， rr央部がやや突出する。施柚はやや緑がかった灰白色を早:し1t入が入る。胎

土は賞褐色で粗い。23は門紙行1>から底部までF支がする 山台佐什きのみ路胎である。24は口持部から

)l~部まで残存する 。 刈T今川付きのみ26胎である c 外而 1':成形の|努のケズリがi確誌できる 施紬は淡黄

色を呈する。25は口紋部からI良部まで残存する )I河内41:イナきのみ露胎である。施tlhはやや緑がかった

灰白色を呈し，胎七は黒色*-t(r-を含む。26!ま杯である u 外商に面取りを施し多向を呈する。口技部は

端部を斜めに成形し角状を主するの体部下半を8sfiとし，高台に弧状の扶り込みを入れる。施稿は灰

白色を呈し光沢がある
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番号
調査

原i立 議綴 ~H生
i去畳 (on)

胎土
色調 JR上

俄8・
地区 口径底i主~~高 外l商 的障i 番号

12 E-8-8 1 b 内磁 F施 一 2.2 
精綴 明オリープ 明オ リープ

No.l58 福建主主かQ

黒色絵子 灰色 灰色

13 E-8・l<1 1 b 円磁 m 1.8 
精鋭

灰白色 灰白色 No.142 EH宇かc
虫色枝子

14 E-8-8 1 b 白磁 皿 2.0 
f古級

灰白色 灰白色 No.55 E-2群
黒色粒子

15 E -8 -13 1 b 白磁 血 一 1.2 情鍛 灰白色 灰白色 ぷ0.101E-2苦手

16 E-8・13 1 b 白磁 皿 1.5 務総 灰(1色 灰白色 ~o. 3∞ EIIfか"

E-8・8 1 b 内磁 m 1.8 
務級

灰白色 灰白色 No.lGI E-2詳
!塑色粒子

18 E-8・8 1 b 同夜i 肌 2.1 積筆主 灰白色 灰白色 NO.191 E-2群

19 E-8・8 1 b 白磁 m 2.0 
精級 i業糞符色 淡黄色 NO.281 E-2苦手
黒色純子

20 E-8・9 1 b 白磁 血 10.9 2.6 4青綴 灰白色 灰白色 NO.70 A苦手
黒色佐子

21 E-8-4 日陰 血 一 1.1 
ややffl紋

jぷ色 lぷ褐色 No.24 A群か。
窯色粒子

22 E-8-8 1 b 白殴 m ー ~ . 6 2.4 精綴 灰白色 灰白色 No.235 E- 4 群悩~~かc

23 E -8・8 1 b 白磁 血 11. 9 2.9 総数 J)(白色 }火山色 t-io.56f世 E-2 bl洋

24 E-8-8 1 b 自転i nlt 11. 9 6.0 3.0 精紋 淡黄色 淡黄色 ~O. W他 E-2b群

25 
E -8 -13 

I/I b 白磁 肌 11.4 2.4 
務綴

灰白色 灰白色
No.36 E-2b群

l!l! 黒色牧子 f出

26 E -8 -13 1 b 白磁 杯 7.2 2.9 精綴 灰白色 灰白色 Xo.93j世 0#宇 多角#

第10表遺物観察表(中世の遺物②)

-中世の遺物③ 青花(第27図第11表図版20・21)

27-35は碗である。27は口縁部片で直口縁である。施文は口緑部内外商に一重陸i線，外商に雷文を

描く 。施粕はやや厚 く 胎土は賞味がかる。28は口縁部片で由;口縁である。施文は口縁部外而に二重

問線，口縁部内面に-.m:閣総を描く 。胎土は黄白色で黒色粒子を合む。29は口縁部から体部上半まで

残存する。口縁部はやや内湾する。施文は内外国に描き，内閣は一重同線を施す。胎土は黄白色で，

施紬{ま淡黄色を呈する。30は口縁部から体部下半まで残存する。施文は口縁部内外にー霊園線を描 く。

施紬は光沢があり ，口縁部外商に厚く掛かる。31は口縁部から体部上半・まで残存する。施文は口縁部

内外商に一重圏線を描く 。32は口縁部から体部上半まで残存する。施文は内外商に描き，外而iには芭

蕉葉文を施す。貫入が全面に入り光沢がある。胎土はやや粗雑でにぶい黄桜色を呈する。33は体部下

半から高台まで残存する。見込みがやや高台内に凹むことから蓮子碗 と考えられる。施文は外国と見

込みに小花文と思われる文様を密に描く 。施紬はやや厚い。:宣:付は糊剥ぎを施す。胎土はやや粗雑で、，

にぶい黄栂色を呈する。34は休部下半から底部まで残存する。施文は見込みに渦状と矢羽状の文様を

描く 。畳付には砂が付着する。35は体部下半から底部まで残存する。見込みに蛇の自紬剥ぎを施す。

高台内面が蕗胎である。 施紬は均等に施されず呉川・!の発色が悪い。 36~44は皿である 。 36は円縁部か

ら休部下半まで残存し， 口縁部は外反する。外商は成形の際に出米た起伏が見られる。胎土は黄白色

で施紬は浅黄桜色を呈 し貫入が入る。37は口縁部から休部上半まで残存 し口縁部は外反する。施文は

口縁部外面に一重岡線を描く 。全面に投入が入る。胎土は黄白色で施紬は灰白色を呈する。38に類似

する。38は口縁部から体部上半まで残存し口縁部は外反する。施文は口縁部内外面に一重国線を描く 。
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全面に貫入が入る。胎土は黄白色で施紬は灰白色を呈する。39は口縁部から体部上半まで残存する。

施文は内外面に施す。施紬は口縁部外商に厚く掛かる。施柚に気泡が見られる。40は円縁部から体部

下半まで残存し内湾する。内外面にー霊園線を施し，見込みにも施文が僅かに確認できる。全耐に貫

入が入る。胎土はやや粗雑で灰黄色を呈する。41は口縁部から休音1¥下半まで残存する。施文は口縁部

内外商にー霊園線を施し，休部外商に党字文を描く 。施紬は口縁部内外面に厚く掛かる。42は口縁部

から体部下半まで残存する。施文はU縁部内外面に一重同線，体部外面に党字文を描く 。施触はやや

厚い。 43は体部下半から底部まで残存する。 施文は見込みに描いた玉取jm~子が僅かに確認で・きる 。 高

台内面の一部と畳付は蕗胎である。44は口綜部から休部下半が残存する。施文は口縁部内外国と見込

みに一軍国線を描く 。

認:号 調3を 層{立 4重類 器f重
法景 (cm)

1台上
色点j 取上 i持考

地区 口径It¥i追 器商 外出 I)'j憶i 番号

27 E -8 -13 1 b 青花 E充 1.4 桁級 灰白色 灰白色 No.228 悩建産

28 E-8・13 1 b 1f1E 院 1.6 l1'f綴 i長黄色 l民黄色 No.263 福建産
虫色粒子

29 E-8-8 lat花 5施 一 2.6 
やや4背紋 淡黄色 iJi黄色

No.131 
もl~~r黒色粒子 l!tl 

30 E-8・8 i'fイ4己・ 碗 一 一 4.0 対紋 別総灰色 旬l級以色 No. (jj他 景 1!& î点~系

31 E舟 8-13 1 b 青花 磁 2.7 総綴 灰白色 IVJ緑灰色 No.287 芳;徒!免't窯系

32 E-8・8 1 b 2 Tf花 f定 13.2 4.8 やや精鋭 灰白色 以内色 Xo.271 福i主J主

33 E -8 -13 JI 1 b l'f:fE E宛 2.7 やや桁綴 明緑灰色 問オリー7灰色 No.25f:!l 景徳鎮業系 Cf，手(日)

3..J E-8・8 l' 1 b H目・1tじ・ ~r1Î 4.8 1.75 
総数

明緑灰色 明線灰色 No.137 術建1主
.~:\色村子 {血

35 E-8-8 1 b 1"1'花 碗 5.0 2.25 tMft 浅黄按色 i長黄色 Xo.l08 福建J髭黒色粒子 flf2 

36 E -8 -13 Ilf花 皿 1.8 1古級 i~黄控色 i主主2・符色 No.78 福建産黒色牧子 IIll 

37 E-8-8 1 b r.f;{ 血 2.4 精j減 灰白色 灰円色 No. 125í~ 悩主主産

38 E-8・13 1 b kiと llII. 1.8 f白線 以内色 灰白色 No.269 福建im

39 E-8・13 ] b tf花 皿 6.2 2.05 ややf百数 灰|与色 |財オリープ灰色 !¥'oAS:自福建産

40 E-S・131 . 1 b 1守花 m 2.0 やや精級 明オリーフ色 明オリーブ色 No.8If自 主占建jlf.

41 E-8 -13 1 b l引と 血 1.8 i百綴 明緑1:1(色 明行灰色 No.216 景徳鎮:主系か C~手 ( IJ J

1j2 E勾 8・13 1 b ，'f花 雌 9.8 1.8 精綴 明苛灰色 明背l火色 Xo.6J:自 京徳鎮祭系 CI1f(日)

43 E-S・8 1 b 1r花 m 8.0 2.0 精数 明青灰色 明オ1)-7灰色 No.18i ZE徳鎮祭系 B，1It(¥YJ 

44 E -8 -13 Tf花 m 2.0 秘綴 灰白色 灰白色 N().138 悩銭珪

第11表遺物観察表(中世の遺物③)

-中世の遺物④ 朝鮮系陶器(第28図第12表 図版21)

45・46・48は碗である。45は口縁部から体部下半まで残存する。休部は直線的な器形で口縁部も直

口を呈する。外商には白化粧土による刷毛目を施す。胎土は灰黄色で白色粒子を含む。46は口縁部が

残存し，やや外反する。文様は菊花文をつないだ集団連圏文を施し，自化粧土で表す。47は血である。

内面にケズリによって凸線がl条巡る。見込みと高台内聞に重ね焼きの焼跡が認められる。休部外面

に別個体の融若が見られる。48は底部が残存する。見込みと高台に砂日跡が見られる。灰黄色の胎土

に白色粒子を含む。
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第28図中世の遺物④ (8=1/2)

番号
J司王E

局位 1重類 器検
i~:室 ( cm)

目台土
色調 取上 i時考

地区 口径 底径 続1'::1 外rlIi 内耐 番号

45 
E-g-g 

IJ 1 b 陶器 碗 5.7 やや精綴
灰オリーブ色 灰オリーブ色

No.75 
朝鮮系

{む 白色絃子 1出

46 E-8 -13 1 b 陶器 腕 3.0 1.5 
やや精綴

オリ ーブ灰色 緑Jjc色 No.98 初鮮系
白色粒子

47 E-8-8 llll 9.0 5.0 2.7 
やぞ精綴

淡黄色 淡黄色 No.221 朝鮮系
白色絵子

48 陶器 2.0 やヤ精綴 灰色 I;lc色 No.252 朝鮮系

第12表遺物観察表(中世の遺物④)

-中世の遺物⑤備前産陶器(第29図第13表 図版22)

49~54は播鉢である 。 49は口縁部が残存する。 口縁帯の原さは一様で真上に向かう 。口縁部外面に

2条の凹線，内面にナデを施す。胎土は灰赤色で雲母と白色粒子を含む。50!ま口縁部が残存する。口

縁帯は断面が菱形では端上角と下角が突出する。内外面にナデ，内面に播目が確認できる。口縁部外

面と体部の色調差が僅かに見られる。胎土は灰褐色を呈する。54に類似。51は口縁部から体音1)上半ま

で残存する。U縁帯は上方への拡張が強まる。播目は 6条確認できる。内外国にナデを施す。口縁部

54 。
第29図中世の遺物⑤ (8=1/3)
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外面はにぶい授色，体部外面上半は灰褐色で色調差が見られる。 52は休部が残存する。播目は6条確

認できる。内外商にナデを施す。胎土はにぶい褐色で砂粧を合む。53は口縁部から体部上半まで残存

する。口縁wは上方への拡張が強まり，他に比べやや薄い。l人j外面にナデを施す。内面iに僅かに稲田

が確認できる。口縁部外商と体部に色調差が見られる。胎土は灰白色を呈する。日に類似する。54は

口縁部から休部上半まで残存する。口縁帯は口端上角と下角が同等に突出する。播目は 6条確認でき

る。内外面にナデが見られる。口縁部外面と体部の色部j差は無い。胎土は灰褐色を呈する。

番号
調査

隠位 干草類 器1者
法量(仁川

船上
包番高 取.t

備考
地区 n径 底径 器広 外面 内面 番号

49 E-8・8 1 b 陶器 tJ:i本 4. j 
ややm綴

以赤色 B音赤褐色 No.245 
備前中世 5b期

Zi母・白色粒子 or中世6期

50 E-8-8 1 b 陶器 指鉢 一 一 11. 8 綴雑
にぷb、赤褐色 にぷい赤紛色 No.157 !結前 '11世3b}羽

砂粒

51 表t家 陶器 {雷鉢 5.5 
やや精綴

にぷい十立色 灰黄褐色 備前中世4期
砂粒

やや精綴 1箱詰ij 4'1並3期
52 E-8・15 1 b 陶器 tJi鉢 3.2 

砂4立
灰絹色 にぷい黄侮色 No.l68 or中世4期

53 E -8 -13 1 b 陶器 {富鉢 6.3 
やや粗鋭

にぷい聾色 にぷい僚色 No.268 
備前中世3b期

砂粒 。r中世4矧

54 E-8-8 陶器 f震鉢 6.3 
やや精綴

赤絡色 にぷい赤褐色 NO.95 
i持前

石1s・長1..1 中世3b期か。

第13表遺物観察表(中世の遺物⑤)

~[f=- -55 三重J グ、56 

言 7
59 
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。 10cm 

ロス噸 58 、長

61 

第30図中世の遺物⑤ (S=1/3)
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-中世の遺物⑤ 瓦質土器・土師質土器 (第30図第14表図版23)

55--58は瓦質土器の起鍋である。55!二口縁部から体調;上'1:が残存する。口紋部は長く，端部は内側

に屈曲する。口縁部内外商と体部外面にはナデ，体部内面にはハケを施す。外面にススが付着する。

56は休部が残存する。外面には格子状タタキ，内面にはナテを施す。外面にはススが付着する。57は

脚部が残存する。表面には指頭痕が残り ，先端部分にくびれを作る。 58は口縁部から体部上半まで残

存する。 114:~m;は長く，端部は内側に屈曲する。内而のn級官1;と体部の境には蓋受状の段が確認でき

る。硬く焼きしまる。外商の調撃は粗く簡単なナデで仕上がる。口紋古1;内外面と体部外面にはナデ，

体部内i自iにはハケを施す。k面から見ると歪みが強く， 桁l'I J影を;Rする。 59--62は上師質土器で， 59・

601ま鍋， 61・62はもli鉢である。 59は体部が残存する。貼イナの突tifは!日fUiiが三角形を呈する。内外面と

もにナデとハケを胞しススが付着する。60は内外而にススが付Jfしており脚部と考えられる。611ま底

部が残イFする 。 l人l面にハケ，見込みに卸目を施す。底部は板 I~ ~j~ を雌訟できる。 外面にススが付着す

る。62は円紋却が残存し，外商にススが付着する。口松端部は内側に)j巴lがする。外而にススが付着す

る。胎よ(ま組雑である。 55--58・61・62は周防型と考えられる。

:'i)} l耳1i 日f;( 1<<鏡 Itiil 掛(0:) 詞~
後史l

色調
拡1: 権考

lK< ロit底径12213 外団司内00 ドm 内自 苗玄~t;.喝}

;x) E'S -!I 瓦ri士容 足錆 5.6 ナテ
TT 

則子| 灰白色 沃1i~と
ややl~li

:¥0.22 間妨賢官硬式
ハケ fi1f. fHi 

56 ，E'ld3 I b 1[賃上器 だ鍛
lo子状

ハサ|良好 質bJ色・灰白色
ややma

'¥(l.t.m2 間f方型:r~式か2.31; ;キ W~~ ・ 1~百

;)1 支12 瓦賃上器 足掛1- ユピ p~~ ~ :λ'AI'J色
やや立た

|附軒以ー LS寸サエ ー
lÎ;'i ・ !~行

ふ、 E'lI'(¥ 112 !瓦TlI:器 足J;; 18.8 目 . 6.5 !t~f 民fr. r;~['1 色
ややrn~ No..J9他 間ß~司~I\'型式

ハケ fi笑 !Hi

59 表J~ ー I: r.llj~i上22 i高 3.1 
ナデ/ ナテf 良好 1:ふL何色 にふい13色 ャや|高級

外苛にλスt毛
ハケ ハケ H行・石英・';:U

ト一一 r1h ・・・・・
ややIli綴 内外商にスス f~

60 E S ~ l:flrli百十J~ 3員 3.0 ナテ ナデ 良好 にふL何色 1"')'ぃtIi'C色 li災 ・ ~;H ' ，hlg己 No.96 
荷!rr'・h色松):

時l iL拐、 ー f'.的lt+.お ti;f~ 1.4 ナデ ナデ 良好 にぷい符色 ilU4Ja色
ややt11~t

同効J~か
~(~Ht ， (i~ 

G2 ldド よ~!U史上rJ 協f主 '.5 ナテ ナテ 良好 )1<色 [よ，;;し‘f官色 ヤヤ制維
周防司3か

iiJf・Jdi

第14表 遺物観察表 (中世の遺物⑤)

-中世の遺物⑦ 土師皿 (第31図第15表 図版24)

63--74は皿lで底部に糸切り痕カf確認できる。63は内外商に丁第なナデを施すw 器壁は他に比べ薄い。

よく焼き締まる，64は内外面にナデを施す。内面は強いナデによりく!まむ， 65は内外面にナデを施す。

66は内外面にナデを施す匂 67は体部がやや内汚し，内外i自iにナテを施す {也に比べ底部が厚い"， 68は

外商の府減が激しく， JÍ~~は不明瞭で、ある。口綜i郊にススが付託する。 69は体部下半から底部まで残

存する 内外聞にナデを施す 外面に成形の際に出米た起伏が見られる。70は外内面にナデを施す。

強いナテのため内面がくぽむc 磨滅は激しいがよく焼き締まる。71は1氏自liか残存する。 外面に強いナ

デを施す。72はi人l外国にナデを施す。73は内外面にナデを施し， rJ、j面(ま強いナデによりくぽむ。底音1;

の大半を欠如するが，破)Jiから内面に強いナデによるくぼみが確認できる。 74は隠滅が激しく 調整が

不明瞭で、ある。 65--68，72・74は見なった状態で出土した。

-41-
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第31図 中世の遺物⑦ (S=1/3)

番号 議1f_地区 ta{合 径i貫 ~:;採
次忌 (crn) .¥'1'際

後成
色ョ周

I古土 I ~攻寺号上 i商事
口iE暗記{王 tf.~ 外商 l:l.Jrni 外郎 内厨

63 E-l)-13 1 b 土綿貫土器 肌 2.65 ナデ ナテ 良好 ~包 僚色
ややI員長i ;¥0.14-1 fi~ t}，;糸切リ
紫色綾子

ω E-8-g [ IJ 土問賃上器 皿 u J.7 ナテ ナテ 良好 ti!色 i主f!鐙色
やや続減

No_llG 史認糸切り金::;母 。赤色粒子

65 E-S--i 上総賃上25 血 7.8 j.6 1.6 ナテ ナデ 良好 法裁程色 12色
やや効後

~o. 122 底部糸切:J長石・ilf;色牧子

66 E-g--I 土問託土器 m 7.-i 4.6 1.8 ナデ ナテ 良好 位色 桜色
やや鵠~ ;¥0_122 1主部主:切1)
金三雲母 ・亦色投子

67 E-S-4 土師賃上谷 皿 7.2 u 1.8 ナテ ナデ ft~f 明i有筒色 f草色 ややま古竣
Nn.122 底部糸切:)

会主母 ・長石

6s E-S・4 士郎~土ã\ 凪 4_8 2_7 ナテ ナデ 良好 にぷいf望色 にぷい登包
やや務総

~o.122 ほお糸切り雲母

ω T. P.13 土師賓土R~ m 6.0 2.1 ナテ ナデ 良好 i雪色 {二ぷい黄授色
やや街綴

Jjf~~糸切 ・j長6.金雲母

70 E-8・8 上的資:J:浮 皿 6.4 4.8 1.7 ナテ ナデ 良好 にぶいill色 i塁色
やや絡数

~o. 302 fiJ;i活必切り会主母

E-8-8 1 b 土r.n1土f.f 使 5.4 1.0 ナデ ナテ 良好 ，-ぷい11'l校色 援色
やや舗数

~o. .jï 1長ぷ糸切1)
長{Í ' 全雲母 ・ 赤色i~子

72 E-8・4 土語官賞土~ 皿 6.7 4.3 ナデ ナデ 良好 1望色 E主色 ややft)滋 No.122 lえm;糸切り

73 E-8 -14 1 b 士釘質土a¥ m 6.1 2.2 ナデ ナデ 良好 ~色 府色
やや院主i

~o. 143 Iif~;糸切 i)I主G

E-8・4 土防賃上~ m 7.6 5.1 2.0 ナデ ナテ nM. ~É包 t音色 No.122 ~fíil糸切:)23母

第15表遺物観察表(中世の遺物⑦)

( 5 )近世の遺物(第32 ・ 33図第16~18表図版25 ・ 26)

・近世の遺物① 陶磁器・土製品(第32図第16表図版25)

1は体部下半から底部まで残存する染付碗である。底部下半が露胎を呈し 全体に貫入が入る。体

部と底部の境(こ沿い一重闇線を描く 。2は完品の胸器碗である。見込みに蛇の日制剥ぎ，高台笠付に

紬剥ぎを施す。 3は口縁部から底部まで残存する染付碗である。高台畳付に柚剥ぎを施す。休部外面

に花文，表外面には蝶が描かれる。4は口縁部から底部まで残存する染付碗である。呉ナ|・|の発色が良

く，外商には二重方形枠内に吉祥文字の円高j字が入る。体部下半に一軍国線，高台に二重国線が描
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かれる 外l市の--/il>に融着痕が見られる。5は体部下半から応部まで残存する陶器皿である。灰袖を

施すG 外而にススが付着する。内面はナデ 底部は糸切りを施すp 灯ゆj皿か。 6は体部下半から底部

まで残存する(1磁皿である 高台畳付に砂が付着する。 7は休部が弘存する拡鉢である。確認できる

もI;f:lは4条である。内外面にナデを施す。 8は土鎮である‘外luiはIt;羽生し，両端が欠損する。 9はハ

マである。衣揃に小さな空洞が見られる。
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第32図近世の遺物① (1~ 7はS=1/2，8・9はS=1/3)

。

35・
，;f~J1，: liyf;( 任主1 器極

法廷(cm)
胎土

色制 耳L上
係考

J~IJ( 口径 Ji(径 F.fj!dj 外耐 1")[市 話:サ

E-8・13 1 b 射す 総 3.2 ややlii綴 |リlオリ目ブ色 I~Jオ リ ー7色 No.301血

2 E S -13 l 陶出 続 8.4 4.0 11 fl~数 adオリーブ色 ~ffオ リー7色 No.102 

術後
3 E-o 13 J /I b 染H E宅 3.5 ;).;) 

黒色Ltヲ
i弱オ 1)-ブ色 明オリーブ色 1¥0. 58!世肥JIi;系

E-8・9 111 b ~:fナ ~ . 8.6 I 3.2 ' 6.0 信設 灰白色 灰白色 No.21血イ肥前fE

J E-S 13 1 b 陶器 Eよ 1.3 . !毒殺 赤白色 inllバ色 ì\o. ~1 灯時jJlll.か 外面にスス付着令

6 E-Ii・6 1 b 白磁 皿 ー ー ~}~包 1)(色 i¥o.29i 
3 虫色tt子

t E-li -13' 1 b l符Z 話f主 2. i ffi汲 笹色 時jぷ渇色 ぷ0.229存型前系かA

番号 Of:ii 1.%'~ 経怒 !21掻
i主量 (cm) 調整 色唱 ~fî土 iy{上 i量考

地r><: n1f ，[(笠器23 ~~;m i付凶 外的i i~îìii E正号

S色| 結後 | 一品 1~!~ 1 b 土喫?見土錘I-I - 3.-1 ナテ ナテ S色

Hl: そのlt!! ハマー， 一 1.8 同:t泌色 以前色|やや総数| ー |

第16表遺物観察表(近世の遺物①)

-近世の遺物② 金属器(第33図第18表図版26)

10 -" 1 5は~J:/kj!ll貨の新J;úkで、あ る 。 10は コ頭通である。 11 ・ 12は不川手である。 1 1 は他に比べ径が

大きい。12はマi1SIj凪である。背面右上に 「一JとあるがI円陣で.lWiいね，製造 [程でついたものと考え

られる >13はコ顕辿である。禄が削れてお り，他に比べ符が小さい。14は"IrIIlIに大字背足が描かれた
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足尾銭である。15は錆ついており詳細は不明である。コ頭通である。16は羅宇キセルの雁首である。

補強帯はなく脂返しの湾曲は大きい。 17は羅宇キセルの吸口である。吸口内には竹裂のラウが残る。

18は羅宇キセルの吸Uである。吸口は餌く，中には竹製のラウが残る。19は直径1.2cmの鉛玉である。

(松田)
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第33図近世の遺物② (10-15は8=1ハ， 16-19は8=1/2)

近世
食膳兵 謝理具 貯蔵Jl その他

不明
碗 皿 杯 鍋 3本 聾 宝豆 キセル 銭 {也

磁器 5 3 l 9 

国産 陶器 2 1 2 6 

金属器 3 6 1 10 

小五十 同J 4 。。 。。3 6 l 3 

合計 11 l 。 10 3 

種類別割合

第17表近世の遺物構成表
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番号 調査地区 屑{立 器種
最大長 最大幅 責主大摩 重量 取上

備考
(mm) (mm) (mm) (g) 番号

10 表採 3記永通曹 23.5 一 1.0 2.53 

11 E-8・13 1 b 寛永:iffi賀 25.0 1.0 2.83 No.305 

12 表採 寛永通賓 22.5 1.0 1. 98 

13 表採 寛永通賓 25.0 1.0 2.76 一
14 衣採 寛永通質 23.0 1.0 1. 97 一 背「足J 1741年~

15 表採 一 寛氷通賀 23.0 1.0 2.14 

16 E-9-17 羅*キセル 36.0 16.0 4.28 

17 表採 羅:宇:キセル 84.0 11. 0 21.19 一
18 E-8-9 1 b 羅オ:キセJレ 44.5 11. 5 3.49 

19 E -8・13 2 鉛y 13.0 13.0 一 10.30 I No.89 

第18表 遺物観察表(近世の遺物②)
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( 6 ) 小結

今回の調査で，遺物は!日石器時代 ・縄文H寺代 ・弥生時代 ・中世 ・近世の遺物を確認し，約300点が

出土した(第19表)。そのうち中世の遺物が出土点数の半分を占め，次に縄文時代，旧石器時代の造

物が続く 。造物は遺構からは確認されず，西部傾斜地~東部傾斜地では腐植土(1屑)と崩落等によ

る2次堆積土 CIb層)から出土した。山麓では，住宅の埋土から近現代の遺物とともに黒曜石の石

核が出土した。

旧石器時代・縄文時代の遺物は石器が多く，ナイフ形石器，石鍛，スクレイパーのような狩猟共 ・

加工具が出土し，良好な狩場として利用していたと想定される。弥生時代の造物は置かき症の胴部片と

杯が出土しているが，時期は明確に判断できない。西側の谷を隔てた丘陵上に位置する中ノ瀬遺跡で

は，弥生時代の遺構が展開していることから，同時期の可能性がある。

中世の遺物は，貿易陶磁器の碗 ・皿類と備前焼の揺鉢，周防型の足鍋 ・指鉢，産地不明の土師質の

皿 ・鍋 ・鉢が出土した。貿易陶磁器の詳細は，背磁は片切彫の蓮弁:文;が施された碗B類や口縁部が外

反する碗D類が出土し，皿は出土していない(上回 1982)。白磁はいわゆる口禿げの白磁と言われる

皿A群，多角の杯D群，端反りの口縁部をもっ皿E群が出土し，碗{ま 1点出土している(森田 1982)。

背花は蓮子碗と考えられる碗C群，口縁が外反する皿B，群，口縁が内湾するJIllC群と福建産と考え

られる粗製の碗 ・皿が出土している(小野 1982)。国産搬入品は，備前焼の括

と中世6期(乗岡 20∞0∞0ω)に相当するもの，周防型の鍋はIV型!式，鉢は E型式(岩崎 1988)のものが

出土している。この他に土師質の皿 ・鍋 ・鉢が出土しているが，産地は不明である。時期について，

土師質の皿は近世の可能性もある。出土地点を考慮し，今回は中世で報告した。また，取上番号No.122

の皿は，重なるように出土したが明確な遺構のプランは認められなかった。

近世の遺物は， 胸磁器の他にハマや土錘のよ うな土製品と古銭やキセルのような金属製品が出土し

ている。陶磁器の様相からは江戸時代末~明治時代初頭頃と考えられる。

第34図~第39図は，西部傾斜地~東部傾斜地におけるi註物の出土状況について示している。i日石器

~縄文時代の遺物は広範閣に分散するが，中世~近世の造物は主に西部傾斜地に集中する傾向がある。

第40図は西部傾斜地における出土遺物の接合状況を示している。造物は挿図の範関内で接合し，近世

の遺物は接合によって完品に近いものが確認できるc

中世の遺物が西部傾斜地に集中する理由には，鞍部~西部傾斜地を生活の場として利用した可能性

が考えられるが，調査範囲内では，柱穴跡や土坑のような生活遺構は確認されていない。柱穴を伴わ

点数

旧石器fl寺代 31 

縄文時代 99 

弥生時代 8 

中iY: 144 

近世 27 

合計 309 

第19表 出土遺物の時代別構成表
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第40図 出土遺物の接合状況 (S= 1/300) 
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食時具 調理見 jtfttjL その他

"1世
F定 lilll 鍋|鉢 必 ( イ明tf 主，犯、a 小計

官磁 23 2 2o 

rド!り 白磁 2 19 ワ 8 31 

I4f--f・t・二- 11 ]3 1 10 31 . ゐ・・ー『
36

1 
32 。。o 。 20 90 

ト一一一一

白鴎 。
中m(i

陶器 8 1 2 11 
一

小ul・ 8 。() o 。。 2 11 

輸入小口十 44 33 2 。。。。 22 101 

附;椋 7 7 
← 

Irl ili~ 瓦釘土佐 5 l 6 

-1:側ittt-Iニ器 23 2・ 2 3 30 

frJJやj、nl- 。23 o l 7 9 。。 '13 

fTA十 44 56 2 7 91 。 26 1必i

産地別割合 国産陶器 ・土器産地別割合 輸入陶悩器産地別割合

後能別割合 国産陶器 ・土器後能別割合 輸入閣磁器機能別割合

第20表中世の遺物構成表
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第21表 中世の遺物時期細別表
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※No， (i取上番号を.数字だけの
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官劫削除 背磁白鴎

育花

陶諜

凶JIJ長
陶器

土器

合計

14C ~if~ド 15C 後 'I~、 lt1C前半~ tt陪具 ~J理兵 貯蔵具 !その他

、loC半lf 16C 1長:j: 15C半ば 続 皿杯 鍋鉢~ 琵不明 ノj、Jj・

9 。 ff磁 9 9 

6 16 中 I~，I 自他 4 2 6 。
8 6 。 ，'UE 。

小面1- 9 4 2 。。O! 0 。15 。 6 。 8 W11H11  

。。
15 H 小五十 。0， 0 。。。。。。

輸入小1，1- 9 41 2 。。。。。15 

陶23 。
経IJl7f 瓦質士:?a~ 。

土師11十器 。
同産小~I・ 。。。。。G 。。。
合計 9 I 41 2 。。。 。15 

15C 後>1と~ 食膳具 J司理兵 貯蔵具 その他

16C 後~r' 碗肌 十f;3渦 主主 三'慢‘' 査 不明 IJ、ι;j・

中世における

時期別割合

産地別割合

機能別割合

古磁

~Ij剖 白船 16 

:;'f:(E 3 5 

/1、百十 3121 

朝鮮
白磁

陶2:i て3

小百十 5 l 

輸入小，i1掃 8 22 

陶器

回路| 瓦質よ詩
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国産小品1・ 。。
ゐロ、寺ロキ1 8122 

14 C 前半~15C半 13:'

1主膳異
100% 

貯蔵異

O~も

14 C前半~15C 半は.

第22表 中世の遺物時期細別機成表
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ない根小屋のようなものか，もしくは南国の平場に遺構が展開する可能性がある。また，他の地点の

i童物は切岸形成時の排土とともに処理されたとも考えられる。

第20表は中世の;遺物について産地や種類の構成を示している。産地別の割合は国産が約30%，輸入

が約70%である。そのうち国産は周防 ・備前から搬入され，輸入は中国の割合が90%近 くを占める。

次に碗 ・皿類を食膳具，鍋 ・鉢類を調理具，饗 ・壷類を貯蔵具と機能別に分類すると，食膳具が71%，

調理具が11%，貯蔵具が0%を示す。食膳具は輸入の割合が高く，調理具はほぼ凶産である。また，

調理具と考えられる鍋や鉢は出土しているが，貯蔵具は一点も出土していなし、。城内に井戸は確認さ

れておらず，立地状況からも夏、水の確保に貯蔵具は必要であったと考えられる。

"1世の造物のうち，詳細な時期が検討できる約60点について第21表に示した。遺物には時期幅があ

り，山城においてその間を常駐したとは考えにくい。そこで遺物の時期が重複する集中部をピークと

し区分すると， 2時期に分けられる と判断した。第22表は 2時期の遺物についてその構成を示した。

時期別の割合は14世紀前半~15世紀半ばが35% ， 15世紀後半~16世紀後半が65% を示す。産地別の割

合は14世紀前半~15世紀半ばは輸入が100% ， 15世紀後半~16世紀後半は輸入が68% ， 国産が約32%

である 。 機能別の割合は14世紀前半~15世紀半ばは食膳共が100% ， 15世紀後半~16世紀後半は食膳

共が68%，調理共が32%，貯蔵具が0%であるc 15世紀後半~16世紀後半の産地別と機能別の割合は

そのまま，調理具を凶j主が，食膳共を輸入で、補っていることを示す。時期別での食膳具のセット関係

を見てみると， 14世紀前半~15世紀半ばでは腕は青磁，皿 ・ 杯は白磁を使用する。 15世紀後半~16世

紀後半では碗は背花 ・朝鮮系陶器，皿は背花 ・白践を使用している。

以上のことから考察すると， 14世紀前半~15世紀半ばは食膳共のみで構成され遺物も少ないが， 15 

世紀後半~16世紀後半ば食膳具と調理具が出土することから，多少の生活が可能である 。 共通して貯

蔵具が出上 していないことは， 蓄えを必要としない臨時的な要素として捉えられる。しかし，城の一

部の調査であるため，資料の増加によって検討が必要である。

今回(ま遺物について 2時期の区分を行い，その構成や食膳具のセット関係を示した。山城の性格上，

遺物を伴わない使用時期もあると考えられるため，造物から山城の年代特定は限界がある。今後の調

査による資料の増加や遺構との再検討によ って， 詳細が明らかにできるだろう。(矢茸)

{参考文献]
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V まとめ

試掘調査では黒曜石製の石器や黒曜石原石などが確認され，本調査における縄文時代以前の遺物包

合層や生活面の検出が期待されたが，旧石器を含む遺物が広範囲に出土したものの，残念ながら造物

包含屑や遺構商の確認はできなかった。地理的環境から本来旧石器時代から縄文時代の造物包含府や

生活面カ吋手在したとは考えられるが.崩落等により失われ一部が2次的に残存したものと考えられる。

八幡山城は，奈良大学千四嘉博教授の踏査や試掘調査時における縄張り調査により，横堀等で構成

される南部の区域(南城)と，掠i切より :1七にあり調査対象となった北部の区域(北城)に分かれるこ

とが確認されていたが，本調査によって新たに尾根筋を阻むように展開する切岸を確認した。その結

果，北城の東 ・北 ・西部は切岸により，南部は堀切と積場によって防御されていることが判明した。

調査区外のため北端の八幡紳社境内部の実態は不明であるが，通常，防御施設によって閤まれた内

側にある平場が北城の場合は存在せず，自然地形のままの一定区域を聞み守る，類例を見ない特異な

形態をとる。築城の工程から考察すると，排土処理のため，まず尾根筋を青IJ平して平場を作った後に

切岸や掘を作るのが最良であり，後で平場を作ろうとしたものの中止したとは考え仁くい。理由は不

明だが，この場合築城者は当初から内側に平場を作る意図はなかったと考えるのが妥当であろう。ま

た，自然地形を残す内側は，樹木等がそのままであったことも惣定される。発掘に伴う伐採前には，

戦時に槍や鉛柄になる樫の木，矢や矢柄(昨市鮮手わ)にイ使史われる{篠i謀案竹が認められたc 二北|叱七城における平場は切

J岸字外の南西帝剖部|日:に石

切岸2. 3とは興異-なり切岸上自部Iiに平坦面を持ち，切岸前平坦部端には切岸掘削で生じた排土を利用し

た土塁の一部が降認されたc これは， 堀切から北京に延びる横堀や，南城に残る横堀と共通した構造

である。また，いずれも丘陵の東側にのみ存在し，束からの攻撃に備えたものと考えられる。地形的

な要因もあるかもしれないが，両城ともに西側に同様の施設は有しない。これらのことから，切岸 1

は北城南部の横掘と共に，南城の築城に合わせて新造，または改修されたものと考えられ，南城が城

として機能していた時代は北城も一連の防衛線を担っていたと推測される。北城 ・南城が使用された

のは， 州土造物や城郭の形態から 15~16-1 11:紀後半と考えられるが， このことから北城が先に存在した

可能性が窺えるc また，遺構の検出状況からみると，北城が全方位的な攻撃を想定したものであり，

南城は東からの攻撃に特に備えたものである。これに時代的 ・社会的背景を加味して考えると， :1と城

は宗家松浦氏，宗家松浦氏が平戸松浦氏に降った後は平戸松浦氏に属したものであろう。南城は当該

時代に当該地域が直面した最大の危機で、ある1570年代前半の龍造寺隆信による東からの侵攻に対し，

境目の城として平戸松浦氏が備えたものとも考えられる。地理的にも八幡山丘陵は当時石倉山から仲

びた稜線が今福湾海上にまで突出しており ，伊万単方面から平戸方面に陸路で向かう場合の大きな障

壁となっていたと推定される。いずれにしても周辺には城に関わる:宇名等が残るものの，実戦で使用

されることがなかったからか，文献資料中に該当する記録がないため推測の域を脱し得ないが，同じ

丘陵上に性格が追う 2つの城邦跡を確認したことは今回の調査の大きな成果であった。

今後は北城南西部の平場や市城の発掘調査実施による詳細解明とともに，時代的に重複する梶符城

や谷を隔てた西|持の中ノ瀬遺跡との関係をl舟らかにすることが課題となろう。 (杉原)
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第41図八幡山城跡縄張図 (S= 1 /2，000) 
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v1図版

西部傾斜地~鞍部~東部傾斜地(西か ら)

図版 1 調査区近景
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範囲確認調査風景① 範囲確問調査風景②

TP-3北壁土層 TP-4土膚全景

本調査前(山麓から東方向) 本調査前(鞍部から東方向)

図版2 範囲確認調査と本調査前
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鞍部完掘状況(北から)

T P -12北壁土層

図版3 包含層

T Pー21北壁土居

円
ベ
U

F
O
 



T P -1 ~t壁土層llJ

TPー 1北壁土層 2)

T Pー 1北壁土層④ (土塁部分) 土塁

図版4 切岸 1⑦
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切賠 1(北から①) 切岸 1 (北から②)

切岸 1 (北から③) 切岸 1 (北から④)

切岸 1上平坦部(北から①) 切岸 1上平坦部(北から乞)

図版5 切岸1①
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切岸 1 (南から①)

切岸 1 (南から①)

切岸1上平坦部(南から①)

図版 6 切岸 1①

切岸 1 (商か ら②)

切岸 1 (南から④)

切岸1上平坦部(南から②)
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T Pー18北壁土層 切岸2 (東から①)

切岸 2 (束力、ら②) 切岸2(西から)

切岸2(鞍部から北をのぞむ) 切岸2 (鞍部から東をのぞむ)

図版7 切岸 2
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T P -17土層

切岸 3 (西から①)

切岸3 (北から)

図版8 切岸3

切岸2と切岸 3 (北から)

切岸3 (西から②)

切岸 3 (南から)

口

o
p
h
v
 



NO.250出土状況(細石刃) NO.201出土状況(スクレイパー)

NO.232出土状況(石錨) NO.172出土状況(石錨)

No. 5 ~ 7出土状況(スクレイパー) NO.184出土状況(杯)

図版 9 遺物出土状況①
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NO.140出土状況(青磁碗)

NO.235出土状況(白磁血)

NO.271出土状況 (青磁碗)

調査風景

NO.248出土状況 (白磁血)

NO.90出土状況(青花皿)

図版10 遺物出土状況②
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No.98出土状況(陶器碗) NO.49・51・52出土状況(足鍋 ・スクレイパー)

NO.116出土状況(土師皿) NO.122・123出土状況(土師血)

NO.58・59出土状況(染付碗) No.102出土状況(陶器碗)

図版11 遺物出土状況①
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山麓完掘状況 東壁土屑①

東壁土層② 東壁土層⑦

南壁土層① 南壁土膚rI'

図版12 山麓完掘状況
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梶奇城跡から八幡山城跡をのぞむ

八幡山城跡西側から梶谷城跡をのぞむ

図版13 遺跡遠景
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5 

2 3 4 

6 

細石刃とナイフ形石器(表)

スク レイパー(表)

10 

スク レイパー (表)

8 

9 

12 

図版14 旧石器時代の遺物
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細石刃とナイフ形石器(裏)

スクレイパー(裏)

スク レイパー (裏)



5 

10 

2 

6 

11 

7 

12 

図版15 縄文時代の遺物①

右鎖(表)

石鍛(裏)

民
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3 

8 
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13 
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14 



15 
16 

18 
19 

ノッチ・スクレイパー(表)

20 

21 

時
4 

スクレイパー (表)

23 24 

スクレイパー (表)

図版16 縄文時代の遺物②
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ノッチ・スクレイパー(裏)

F¥ 
~よ

スクレイパー (裏)

スクレイパー (裏)



26 

砥石

28 

蔽石

弥生土器を

図版17 縄文時代の遺物③ ・弥生時代の遺物
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h邑晶凋臨

幽噌酔
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弥生土器①

磨重4石斧



青磁①(内面)

背磁②(内面)

青磁③(外面)

膏磁①(外面)

青磁② (外面)

青磁③(底部)

図版18 中世の遺物①
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白磁① (内面)

26 

白磁言)(内面)

白磁③(内面)

図版19 中世の遺物②
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白磁① (外面)

白磁② (底部)

白磁③ (底部)



泊

膏花①

膏花③

膏花⑤

青花②

青花@

36 

膏花⑤

図版20 中世の遺物③
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口
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青花⑦ (内面) 青花⑦ (外面)

46 

朝鮮陶器① (内面) 朝鮮陶器① (外面)

朝鮮陶器② (内面) 朝鮮陶器② (底部)

図版21 中世の遺物③
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"" 

印

備前産指鉢① (内面) 備前産播鉢① (外面)

53 

備前産活鉢② (内面) 備前産摺鉢(I.(外面)

備前産播鉢③(内面) 備前産措鉢③(外面)

図版22 中世の遺物⑤
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周防型足鍋① (内面) 周防型足鍋① (外面)

58 

周防型足鍋② (内面) 周防型足鍋② (外面)

瞳望量
59 60 

61 

土師質鍋 周防型鉢

図版23 中世の遺物⑤
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63 

制

65 66 

土師質皿① (内面) 土師質皿① (底部)

70 

土師質皿匂 (内面) 土師質皿② (底部)

土師質皿③(内面) 土師質皿~(底部)

図版24 中世の遺物⑦

-84-



間器碗 磁器碗 ・皿と陶器皿 ・鉢

， 

染付碗午1 染付碗①

8 

9 

土錘 ハマ

図版25 近世の遺物①
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12 

寛永通宝① (表) 寛永通宝① (裏)

。
13 15 

寛永通宝② (表) 寛永通宝② (裏)

17 

16 

18 19 

羅宇キセル 羅宇キセルと鉛玉

図版26 近世の遺物②
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四附編

1 長崎県松浦市今福町八幡山城跡の踏査所見について

( 1 ) 平成18年度踏査

①調査の方法

奈良大学文学部文化財学科千四 嘉博教授

2006年5月29日に長崎県松浦市今稲11汀八幡山の踏査を行ったので所見について報告する。調査は地

表面観察方法を用い，遺構の計測は Optilogic社の400LHを使用した。

八|鳩山は際高40~47m，比高約40mの丘陵で，ほぽ南北に尾根筋が伸びている。 丘陵北端が八幡宮

境内となっているほかは雑木林となっており ，八幡宮より南側では整備された山道はない状態である。

しかし下草は多くなく，地表面の観察に大きな支障はなかった。

②遺構の概要

踏者の結果，八幡山に中世城郭跡を線認した。遺構は八幡山の最高所で‘南端に近い47.7mの頂部を

中心とした部分(南城と仮称)と， 八幡宮市1則を中心とした丘陵北端部(北城と仮称)の2ヶ所に認

められた。このうち北城の城域は西九州自動車道計画用地に合まれている。

-南城

南城は丘陵の最高所を二1:郭として 3・4j誌の出輪から構成していた。 AH輪群の西側斜面は急な崖に

なっており ，附輪と切岸以外の人口的な防御施設はItめられない。 しかしやや緩斜面となっていた東

側斜面.には全長約60mの空堀を巡らして斗:りを出めていた。 堀の幅は 7 ~8 m ， 現況の曲輪面と堀底

との比高弟は 5~6m を測る(堀底は埋没しているので，実際はさらに深い) 。 空堀の外側には対岸

土思を明瞭に確認された。

城j或の南端は堀切りが尾根筋を断ち切り ，さらに対岸土芸も崖面に接 した西端まで巡りきって交通

を遮断したのに対し，北側の尾根筋では空掘に土橋を架けて出入り 打と城道を設定していた。こうし

たことから八幡山城の南城は，北側に正面をもち，八幡宮までつづく丘陵を城域として意識した城で

あったと理解される。 地表面iで観察される遺構年代は15世紀~16世紀後半と思われる。

-北城

八幡社境内と丘陵頂部との問に位置する標高40m周辺の尾根筋が八幡山北城の城域で、ある。ここで

は尾根筋を断ち切る幅約 8mの4:Waが認められ， この空協の西側は斜面に伸びて竪掘となり ，東側は

尾根筋に沿って伸びた横堀となっていた。堀切りの壁の比高を観察すると，北側が高く， 南側は低い

ことが判明した。これよりこの堀切りは，南城の外構えとしての堀切りではないことが明らかで，も

うひとつの城があることを強く示峻していた。

そこで堀切西側斜泊iに伸びた堅j屈で守られた北側を踏査すると，酔Jmlの内側に土塁を添えた大型の

帯曲輸を確認できた。明らかに城郭の遺構と評価できる。さらに堀切り東側で・北に曲がってや11ぴた横

掘をたどると，それは八幡冶・境内との間にある谷筋で一旦とぎれていた。しかし子細に観察すると横

掘の延長上に切岸のラインが連続，さらに掘のつづきが主尾根から東側へ派件ーした北i鋒の尾根筋を断

ち切って伸びたこ とを確認できた。
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つまり北城は符を隔てた緩斜面をとりこんだ城郭と評価され，南城とはかなり遺構のあり方が異な

ることが観察されたのである。南城の特徴は， (1)出輪i薗の削平が十分でないこと， (2)地表而から観察

される遺構は堀切りと切岸によって構成された防御ラインとその内側にセットになった帯状の削平地

であること， (3)東側斜面に向けて防御の正面を置くこと，である。また地袋而ーからは，詳らかにでき

ないが，八幡社の境内になっている尾根先端の削平地も本来は北城の城域になっていたと考えるのが

向然だろう 。

こうした北城の構造的な特徴が形成された開出にはいくつかの可能性を指摘できる。まず臨時の施

設であった可能性が考えられる。南城の前衛として臨時に設けられたか，龍域者の階腐性の速いによ

る差~~が表れたものと考えられる 。 つぎに時期差と考えることも可能で・ある 。 この場合，北域は南城

に先行するより古い形態を留めている，と評価することになる。しかし南城が最初におIj築され，のち

に北城ができたと考えるべきか，南城も北城も同時にあったが，のちに南城だけが新しい形態に改修

されたと考えるべきかは判定できない。

③結語

いずれにせよ同じ丘陵上に大きく性格を異にしたふたーつの城郭跡が残されてきたわけであり ，それ

ぞれをどのように正しく解釈して評価するかは，松浦地域の中世史を解明する上で重要な意味をもっ

といえる。その差がたとえ性格や機能によるものであったとしても ，また時期差によるものだ、ったと

しても，村 ・領主 ・権力の変性過程を鮮やかに示すものであり，全国的に見てもきわめて興味深い調

査例となるからである。

こうした観点から，八幡山械は本来保存することが望ましい城跡ではあるが，やむを得ない事・態で

あるので，的確・厳密な発掘調査を行うことで遺跡に代わる正確な記録を践し，学術的な検討 ・評価

を行うべき遺跡と考えられる。

( 2 ) 平成21年度発掘調査指導

2009年11月9日に長崎県松浦市に所在する八幡山城(北城)の調査を長崎県教育委員会の依頼によっ

て行ったので，所見を報告する。八幡山城は長崎県教育委員会によって発掘調査が進められており，

主要な遺構を確認できた。 このなかで最も注目されたのは，調査区東側で検出された切岸i章構であっ

た。この遺構は2006年5月29円の踏査でも確認したものだが(千田嘉博「長崎県ー松浦市八幡山の踏査

所見についてJ)，地表面観察で予測した施設であったことが，発掘で証明された。

この切岸遺構は，調査区外の南側尾根筋を断ち切った堀切りから始まっており ，調主l丘に隣接して

東側に伸びた尾根筋を堀切りで遮断して北側へつづいていた。堀そのものは谷筋へとつないで収束し

たが，切j芋の段はさらに仲びて調査区内へとつづいた。

通常， こうした切岸は城郭の防御施設として，直上の曲~諭と組み合わせて用いられたが，八幡山城

(北城)では，曲輪と分離して一定の範囲を閤郭して守った点が特異である。理由としては①北城が

文字史料に見える n日ドJに相当した施設であり，東側に向けた限定的な方向に防衛l線を構築した可能

性，②朝鮮半島 ・中国に見られた城壁と曲輪が分離した東アジア的な城郭プランの影響を受けて成立

した城であった可能性，を指摘できる。

いずれにせよ基本は臨時の施設であり，丘陵先端の要地に占地した陣もしくは砦と考えられる。間
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了1--造物は141任紀から16世紀におよんでおり，何度かの使用があったのであろう。陣とすれば，考古学

的に陣の全貌を明らかにした調査例はきわめて少ないので，重要な調査例となる。また束アジア的な

城郭プランを採用した砦だったとすれば，東アジアの海に活躍した松浦氏に関わった械にふさわし く，

やはり注目される調査といえる。

なお現状のまま保存される見通しの八幡山城の南城は，北城と性格が異なり，宝町期から戦国期に

かけたこの地域の政治的な城として機能したものと思われる。今楠町周辺の中世史の要ーとなる城跡で

あるので，長崎県教育委員会と松浦市教育委貝会は地権者と協議の上，適切な保護と基礎的な整備を

行うよう強く希望したい。また西九州自動車道が建設されると， =1と城を経由した雌史的な城道が寸断

される。このため南城跡を見学するための適切な道筋を自動車道の建設にあわせて布設する必要があ

る。関係機関の誠実な調整を願いたい。

平成21.1手度 八幡山城跡発掘調査指導状況

ハU
，v

nδ 



2 自然科学分析

( 1 ) 放射性炭素年代測定

株式会社パレオ ・ラボ

① 試料と方法

測定試料の情報，調製データは表lのとおりである。試料は調製後，加速器質量分析計(パレオ ・

ラボ，コンパクト AMS:NEC製1.5SDH)を用いて測定した。得られたI'C濃度について同位体分別効

果の補正を行った後，;'C年代， )吉年代を算出した。

表 1 測定試料及び処理

測定番号 遺跡、データ ぉt科デタ 前処理

遺跡、名 :八幡山域紛:
試料の桟類 :炭化材(校材)

超音波洗rJ~

j盆t/lt: sx 1 
試料の性状 :於外年弘、

際 -アルカリ ・際洗浄(塩
PLD-15516 

その他 :ft1!.の場所で焼かれた後に 阪 :1.2N.水鮫化ナトリ
状態 :dry 

ウム :1 N， jJi酸 :1. 2N) i射実

試料の種類 :炭化材(校材)
超昔j皮洗浄

遺跡名 :八幡山城跡:
絞 ・アルカリ ・敵洗浄(続

PLD-15517 遺構 :SX4 試料の性tk::最外年輪
阪:1.2N，水E受化ナトリ

その他 :凹fl.!!に土や炭化物が流入 状態 :clry 
ウム 1N， Jj，{~主 : 1. 2N) 

試ヂ1.の緩類 :炭化材
超音波洗浄

遺跡名 :八幡山城跡:
自主 ・アルカリ ・酸洗浄(邸

PLD-15518 遺構 :SX5 試料の性状 :不明
円安 :1.2N，水際化ナトリ

その他 :凹地に十ーや炭化物が流入 状態 :dry 
ウム :lN， JM民主 :1. 2N) 

② 結果

表2に，問抗体分別効果の補正に用いる炭素同位体比 (δI:'C)，同位体分別効果の補正を行って館、

年較正に用いた年代値，慣用(.こ従って年代値と誤差を丸めて表示 したilC年代，14C年代を暦年代に較

正した年代範聞を，凶1に暦年較正結果をそれぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は下 l桁を丸めて

いない値であり，今後暦年較正山線が更新された際にこの年代値を用いて暦年較正を行うために記載

した。I.C年代は AD1950年を基点にして何年前かを示した年代である。"C年代 (yrBP)の算出に

は，l℃の半減期 として Libbyの半減期5568年を使用した。また，付記した"C年代誤珪(:!:1σ)は，

測定の統計誤差，標準偏差等に基づいて算出され，試料の l~C 年代がそのl~C 年代誤差内に入る確率が

68.2%であることを示す。

なお，暦年較正の詳細は次のとおりである。暦年較正とは，大気中のJ.'C濃度が一定で半減期が5568

年として算出されたI'C年代に対し，過去の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中のllC濃度の変

動，及び半減期の違い(じCの半減期5730:!:40年)を較正して，より実際の年代値に近いものを算出

することである。ilC年代の暦年較正には OxCaI4.1(較正曲線データ :Il1tcaI09) を使用した。なお，

lσl語年代範囲は， OxCaIの確率i去を使用して算出されたllC年代誤差に相当する68.2%信頼限界の

暦年代範的!であり，同様に 2σl百年代範囲は95.4%信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の百分率

の値は，その範囲内に暦年代が入る維率を意味する。グラフ rドの縦軸上の曲線は"C年代の確率分布

を示し，二重曲線は暦年較正曲線を示す。
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表2 放射性炭素年代測定及び暦年較正の結果

測定帯号
a'c 月千争政正期王手代 'c 1ド(t "C ~円七を百千年代に似正したif代総問

(%0) (yrBP土 1(j) (yrBPよ 1(j) iσJ百年代純fJ'Il 2a)t千年代範囲

1679A0(11. 4%) 1694AO 1668A0(15.7%)1706AO 

17271ゆ (28.3%)17651¥0I 1720AD(33.2%)1782AO 

PLO-15516 ， -11. 59:t0. 17 146土20 145ム20 1773AO{ 1. 7%) 1776AO 17部AD(1l.3%)1819AO

18∞八O(9.8%)18131¥0 1832A0(17. 3%) 1882AO 

1919AD (16.990) 19.IOAO 1915A0(17.9%)1似6AD

17'α)A0(17. 7%) 1720AO 
169.IAO(26. 29&) 1728AO 

PLO-15517 -26.39土0.15 83:!: 18 85士20 1819AO(12.9%)1お3AO
1812AO(69. 2%) 1919AO 

1880AO (37.6%) 1915AO 

1028AO (22.9%) 1046AO 
1022八0(30.5%)1058AO 

PLO附!-25. 87:t0. 18

1 

956土19 953ょ20 1091AO(35. 6%) 1121AO 
1076AO ((yl. 9%) 1155AO 

1140AD( 9.6%)1148AD 

①考察

凶2に八幡山城跡出土，武科の倍年代範問の分布問を不す。以下2u暦年代:r@Hを正に述べる。

PLD帽 15516(SX 1 )は， 1σ 暦年代範悶て1679・1694calAD(11.496)， 1727-17G5caJAD (28.3%)， 

1773・1776calAD(1.796)， 1800-1813calAD (9.8%)および1919・1940caJAD(16.9リら)， 2σ 暦年代

純l眉で"1668-1706calAD(15.796)， 1720-1782caJAD (33.2%)， 1796-1819calAD (11.3%)， 1832-1882 

calAD 07.3%)およひ:19日-1946caJAD(17.9%) となり， 17世紀後半-20111:紀Ijl頃と近世以降の範

問を示した。

PLD-15517 (SX 4 )は， 1σI百年代範岡で1700・1i20calAD(17.7%)， 1819・1833calAD(12.9%) 

および~1880-1915caIAD (37.696)， 2σ 暦年代純WIで1694・1728ca1AD(26.2%)および1812・1919calAD

(69.2%) となり， 1711t紀末-20世紀前半と近世以降の純聞を示した。

PLD-15518 (SX 5 ) は， 1σ It~<イ下代範 ~I で"1028・ 1046calAD (22.996)， 109ト1121calAD(35.6%) 

および1140-1148calAD(9.6%)， 2σlr学年イ℃範問で1022・1058calAD(30.5%)およひ、1076-1155caJAD

(6'1. 9%) となり， 11世紀前半-12世紀中頃の花阿を示した これは平安時代後J!Jj-末期にあたる。

ただし，木材の場合，以外年輪部分を測定すると杭死 ・伐採年代が得られるが，内側の部分を測定す

ると最外部からの年輪分だけ古い年代が得られる(ti"木効果)むよって，前外年紛が確認されていな

い当試料は古木効果の;Î~'~科を考慮する必要がある。
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